
敦
煙
護
見
唐
水
部
式
の
書
式
に
つ
い
て

岡

野

誠

は

じ

め

に

一

残

簡

の

性

格

ニ
水
部
式
の
書
式

三
水
部
式
の
年
代

む

す

び

附
水
部
式
残
簡
録
文
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t土

じ

め

二
十
世
紀
初
頭
、
中
園
の
西
陸
、
教
埋
か
ら
彪
大
な
量
の
古
篤
本
が
護
見
さ
れ
、
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス

・
フ
ラ

ン
ス

・
日
本
・
ソ
連
・
中
園

等
に
分
戴
さ
れ
る
に
至
っ
た
鰹
緯
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
古
篤
本
の
ほ
と
ん
ど
は
、
併
数
文
献
で
あ
る
が
、
残
り
の

(
1〉

一
割
ほ
ど
を
占
め
る
非
併
数
文
献
は
、
中
園
の
古
代
・
中
世
社
舎
の
貫
態
を
解
明
す
る
上
で
、
極
め
て
有
用
で
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
検
討
の
封
象
と
す
る
資
料
は
、
ベ
リ
オ
将
来
敦
埋
漢
文
文
献
の
一
つ
で
あ
る
唐
の
開
元
水
部
式
残
簡

(p.
二
五
O
七
)
で
あ

る
。
唐
代
の
基
本
法
典
に
、
律
・
令
・
格
・
式
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今
日
、
律
と
律
疏
と
が
後
代
の
文
献
に
全
文
取
り

(

2

)

 

込
ま
れ
て
残
っ
た
ほ
か
、
令
・
格
・
式
い
ず
れ
も
散
侠
し
て
、
そ
の
全
貌
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
水
部
式
の
寓

291 
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本
は
、
ま
と
ま
っ
た
資
料
と
し
て
は
、
現
存
す
る
恐
ら
く
唯
一
の
唐
式
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
た
め
、
設

見
以
来
、
各
闘
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
基
本
的
研
究
が
公
表
さ
れ
て
き
た
。

羅
振
玉
『
鳴
沙
石
室
侠
書
』

九

上
虞
羅
氏
景
印
本
(
『
羅
雪
堂
先
生
全
集
』
四
編
、

一
九
七
二
に
再
録
。
羅
氏
敏
文
は
、
王
重
民
『
敦
爆
古

籍
絞
録
』
商
務
印
書
館
、

一
九
五
八
に
も
牧
む
)
。

羅
振
玉
『
鳴
沙
石
室
侠
書
』

一
九
二
八
、
東
方
皐
曾
石
印
本
(
『
羅
雲
堂
先
生
全
集
』
三
編
に
再
録
)
。

仁
井
田
陸
「
敦
埋
設
見
唐
水
部
式
の
研
究
」
(
『
服
部
先
生
古
稀
祝
賀
記
念
論
文
集
』
一
九
三
六
。
の
ち
滑
補
し
て
、
仁
井
田
『
中
園
法
制
史
研
究
』

W

〔
法
と
慣
習
・
法
と
道
徳
〕
東
京
大
翠
出
版
舎
、

一
九
六
四
に
再
録
、
以
下
増
補
論
文
を
「
研
究
」
と
略
稽
す
る
)
。

陶
希
聖
「
唐
代
管
理
水
流
的
法
令
」

(
『
食
貨
半
月
刊
』
四
七
、

一
九
三
六
)
。

一
九
四
三
)
。

那
波
利
貞
「
唐
代
の
曲
旋
回
水
利
に
閲
す
る
規
定
に
就
き
て
」
ハ
円
J
伺

(
『史
息
子
雑
誌
』
五
四
一
、
二
、
三
、

吋

3
5
Z
F
U・
(U-¥、H，
y
m
m，E
m
g
m
E
C片
手
巾
寸
白
認
。
丘
一
口
白
ロ
ロ
巾
印

C同門
Z

U
呂
田
三
B
m
E
o
h
君
主
四
円
耳
目
苦
【
芦
田
円
O

〈
巾
門
主
巳
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、叶ロロゲロ白ロ∞
1
(
b
h
N
Q
h
h
a
雪
(
ロ
・
臼
・
)
由
l
y
巴
印
吋
・
以
下
=
↓
r
o
司

E
mヨ
gぺ
w

と
略
構
す
る
)
。

佐
藤
武
敏
「
敦
埋
設
見
唐
水
部
式
残
巻
謹
注
|
|
唐
代
水
利
史
料
研
究
口

l
l
(
『
中
園
水
利
史
研
究
』

一
九
六
七
)
。

山
本
達
郎

・
池
田
温
・
岡
野
誠
編

叫
dRWN
」
h
h
h
b
=
h
b
R
N

吋
足
首
、
¥
お
詰

b
o
h
ミ
ミ
ミ
h
円
。
誌
町
内
、
三
宮
内
切
c
h
S
N
Q
R同
町
h
g
oミ
N
h
h
H
H
h
h
h
s
u
-

同
門
巾
問
問
主
叶
mv円門的〉
w

∞"]戸市川吋∞
l
∞0
・、
H
，o
u
b
切
口
口
「
。
.
(
以
下

h
内

h
ー
と
叫
J
G
H
リ一ご
と
略
稽
す
る
)
。
(

3

)

 

こ
れ
ら
先
行
諸
研
究
に
よ
っ
て
、
本
残
簡
の
骨
局
員
・
録
文
・
注
穣
・
翻
詳
が
皐
界
に
提
供
さ
れ
た
。
と
く
に
羅
振
玉
氏
に
よ
っ
て
、
本
残
簡

が
唐
水
部
式
で
あ
る
こ
と
が
誼
明
さ
れ
、

さ
ら
に
仁
井
田
陸
氏
に
よ
っ
て
そ
の
製
作
(
剛
定
)
年
代
が
開
元
二
十
五
年
(
七
三
七
)
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
こ
を
出
護
貼
と
し
て
残
簡
の
内
容
に
関
す
る
研
究
も
進
展
し
、
唐
代
の
社
曾
経
済
史

・
歴
史
地
理

・
官
制
な
ど
の
解

(

4

)

 

明
に
有
力
な
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
筆
者
は
従
前
か
ら
唐
代
の
法
典
、
と
く
に
西
域
護
見
の
法
典
断
簡
に
興
味
を
も
っ
て
お
り
、

一
九
八
四
年
に
は
、
短
期
間
な
が
ら
フ
ラ



ン
ス
園
立
圃
書
舘
に
お
い
て
、
ベ
リ
オ
将
来
の
敦
埋
設
見
漢
文
文
献
中
の
法
典
断
簡
を
調
査
し
た
。
そ
の
折
、

p.
二
五

O
七
を
貫
見
し
て
、

水
部
式
の
法
典
と
し
て
の
書
式
の
特
徴
に
つ
き
新
た
な
理
解
を
え
た
。
鯖
園
後
、
関
連
文
献
を
誼
み
進
め
る
う
ち
に
、
近
年
、
こ
れ
ま
で
の
通

説
(
す
な
わ
ち
開
元
二
十
五
年
水
部
式
設
)
に
射
す
る
疑
問
や
批
判
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
第
一
は
、
残
簡
の
基
本
的
性
格
に

闘
す
る
も
の
で
、
佐
藤
武
敏
氏
に
よ
っ
て
、
水
部
式
設
に
射
す
る
疑
問
が
提
出
さ
れ
た
。
第
二
は
、
布
目
潮
楓

・
大
野
仁
雨
氏
の
共
作
論
文
の

中
で
、
水
部
式
の
製
作
(
制
定
)
年
次
に
劃
す
る
疑
問
が
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
第
一
に
こ
れ
ら
最
新
の
皐
読
の
是
非
を
検
討
し
て
、
通
設
の
基
盤
を
再
貼
検
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
本
残
簡
の
書
式
の
特

徴
を
分
析
し
て
、
唐
式
理
解
の
た
め
の
一
試
論
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
水
部
式
の
各
候
文
の
内
容
に
閲
す
る
研
究
は
、
す
ベ

て
別
稿
に
譲
る
。
大
方
の
ご
敬
一
ホ
を
得
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

残

簡

の

性

格

- 63-

残
簡
全
韓
の
語
文
(
注
緯
つ
き
の
現
代
語
誇
)
を
公

(

5

)

 

表
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
日
ま
で
定
説
と
さ
れ
て
き
た
「
水
部
式
説
」
に
射
し
て
、
根
本
的
な
疑
問
を
提
示
さ
れ
た
。
佐
藤
氏
の
言
及
さ
れ
た

佐
藤
武
敏
氏
は
、
論
文
「
敦
埋
設
見
の
い
わ
ゆ
る
唐
水
部
式
残
巻
に
つ
い
て
」
の
中
で
、

こ
と
が
ら
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
そ
の
新
た
な
主
張
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

ハ
門
残
簡
は
、
水
部

・
都
水
監
・
勝
作
監
な
ど
の
式
か
ら
な
っ
て
い
る
(
も
し
一
括
し
て
水
部
式
と
い
う
名
穏
で
代
表
さ
せ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
唐

式
の
構
成
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
)
。

(二)
@ 

残
簡
中
の
諸
規
定
が
項
目
(
内
容
)
別
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
。

@ 

記
載
方
法
上
、
段
落
の
表
示
が
不
徹
底
で
あ
る
。

。
@
と
@
と
か
ら
、
残
簡
は
、
水
部

・
都
水
監
・
時
間
作
監
な
ど
の
式
か
ら
、
諸
規
定
歩
}
任
意
に
抽
出
し
て
筆
骨
局
し
た
も
の
と
思
わ
れ

293 

る
(
傍
黙
は
引
用
者
)
。
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す
な
わ
ち
付
と
同
と
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
氏
の
結
論
は
、

(
同
論
文
二
三
頁
)
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
本
残
簡
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
基
本
的
か
つ
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
以

「
要
す
る
に
残
巻
は
決
し
て
水
部
式
そ
の
ま
ま
と
は
思
わ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
」

下
、
早
速
同
氏
の
見
解
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

本
残
簡
に
含
ま
れ
て
い
る
諸
規
定
中
の
七
箇
僚
と
『
唐
六
典
』
と
の
封
麿
閲
係
は
、
す
で
に
仁
井
田
陸
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
(
「
研

究
」
三
三
七
頁
以
下
お
よ
び
本
稿
表
1
参
照
)
、
そ
の
こ
と
は
、

h
司

h
b
N
吋

E
リな
の
録
文
の
脚
注
に
も
記
し
て
あ
る
。
こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、

残
簡
所
牧
の
規
定
は
、
必
ず
し
も
官
臆
別
に
は
並
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
残
簡
に
、
水
部
・
都
水
監
・
賂
作
監

な
ど
に
係
わ
る
式
が
含
ま
れ
て
い
る
と
偲
定
し
で
も
、
そ
れ
ら
各
官
醸
の
式
を
も
と
に
、
順
序
よ
く
書
き
寓
し
た
も
の
で
は
恥
い
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
の
た
め
佐
藤
氏
は
、
前
述
し
た
同
の
の
に
お
い
て
、
水
部
・
都
水
監

・
持
作
監
な
ど
の
式
か
ら
、
諸
規
定
を
任
官
心
一
昨
酌
レ
か
と
考
え

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

水部式と「唐六典』の針路

②②rC) @l②@⑧  〆言鋭、戸J己、録

144 141 125 115 92 67 8 f行、、J 文

孝義橋 蒲橋津 諸橋浮 陽橋河 者水監E河陽橋 諸長渠 水

ー・ーー・ 部- ・ ・・ー・ .
-・ー・ー・.
- ・

式- ・ ・ ・ ー・ .

Z=人供iF充霊草人 聖 残

餓

同同同 二七二

前 前 前 水部郎中 三河渠令 水部郎中 三都水
唐

外自員E 係 員外 使者{際

傑注E E{注傑E 
典

表 1

」
の
よ
う
な
推
定
の
是
非
を
判
断
す
る
前
に
、
議
論

- 64ー

仁井田陸「敦;埋設見唐水部式の研究」

pp. 337~339 をもとに作製。

の
順
番
と
し
て
、

な
わ
ち
篇
目
〉

唐
式
ハ
こ
と
に
開
元
式
)
の
構
成
ハ
す

と
官
聴
の
封
鷹
関
係
に
つ
い
て
再
検
討

す
る
必
要
性
を
感
じ
る
。

=百

凡唐
式六
三典
十』
有 a巻

篇に
t主

つ
ぎ
の

一
文
が
あ
る
。

亦
以
尚
書
省
刑
曹
及
秘
書
・
太
常
・
司
農
・
光

k

u

c

 

除

・
太
僕

・
太
府
・
少
府
及
監
門
・
宿
衛

・
計

d

ハ
6
)

帳
魚
其
篇
目
。
凡
三
十
三
篇
、
篤
二
十
巻
。

〈

7
)

『
玉
海
』
巻
六
六
所
引
『
六
典
』
と
の
校
勘
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a

有
:
ナ
シ
b
少
府
:
ナ
シ

c

宿
:
諸
d
三
十
三
篇
:
ナ
シ

(
凡
そ
式
三
十
有
三
篇
。
〔
注
〕
ま
た
向
書
省
刑
曹
及
び
秘
書
・
太
常
・
司
農
・
光
線
・
太
僕
・
太
府
・
少
府
、
及
び
監
門
・
宿
衛
・
計
帳
を
以
て
そ

の
篇
目
と
潟
す
。
凡
そ
三
十
三
篇
、
二
十
巻
と
篤
す
。
〉

『
奮
唐
書
』
刑
法
志
に
も
、

ほ
ぽ
同
文
の
資
料
、
が
あ
る
。

凡
式
三
十
有
三
篇
、
亦
以
尚
書
省
列
曹
、
及
秘
書
・
太
常
・
司
農
・
光
緑
・
太
僕
・
太
府
・
少
府
、
及
監
門
・
宿
衛
・
計
帳
名
其
篇

(

8

)

 

目
、
篤
二
十
巻
。

官街と式の篇目

中r-¥

Z省
門
下
省

尚
書
省

表2

。
秘
書
省

殿
中
省

内
侍
省

篇
目
数

1 

〔
六
部
〕

御三
史主
肇 〕

官
「
o

吏
部
・
司
封

虫
ロ
戸
司
動
・
。
考
功

官
「
。
戸
部
・
。
度
支

音
戸
金
部
・
倉
部

官
「
。
謹
部
・
。
澗
部

主
ロ
戸
臓
部
・
。
主
客

高
「
。
兵
部
・
。
職
方

古

τ駕
部
・

o

庫
部

官
「
。
刑
部
・
都
宮

音
戸
比
部
.
。
司
門

官
「
工
部

・

屯
田

宮
戸
虞
部
・

o

水
部

吏戸躍兵刑工

太
常
寺

ヘ

園
子
監

光
稼
寺

一
。
少
府
監

衛
尉
寺

一

軍
器
監

宗
正
寺

一

勝
作
監

。
太
僕
寺
f

都
水
監

大
理
寺

鴻
脇
寺

司
最
寺

太
府
寺

〔
九
寺
〕

24 

〔
五
監
〕

。
監
門
衛

1.ゴチックは関元式33篇を示す。
2.0印は，仁井田氏の指摘による諸資料中の唐式
の篇目。

諸
術

鋳
銭
監

互
市
監

5 

1 

2 

後
者
は
前
者
を
も
と
に
記
述
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
、
隻
方
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
『
六
典
』
の
「
件

曹
」
は
「
列
曹
」
の
誤
記
・
誤
刻
の
可
能
性
が
大

「
列
曹
」
で
あ
る
な
ら
ば
、

- 65ー

き
い
と
思
わ
れ
る
。

向
書
省
六
部
二
十
四
曹
の
意
味
と
な
り
、
向
書
省

の
み
で
式
は
二
十
四
篇
目
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
秘
書
省
一
、
九
寺
の
う
ち
太
常
・
光
線
・

太
僕
・
司
農
・
太
府
寺
の
五
、

五
監
の
う
ち
少
府

監
一
と
な
り
、
三
十
一
篇
と
な
る
。
問
題
は
「
監

門
宿
衡
計
帳
」
を
篇
目
上
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

浅
井
虎
夫
氏
や
仁
井
田
陸
氏
は
、

「
監
門
・
宿

衛
・
計
帳
」
と
三
つ
に
分
け
、
総
計
を
三
十
四
篇
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に
数
え
ら
れ
た
。
内
田
智
雄
氏
ら
の
『
語
注
績
中
園
歴
代
刑
法
志
』
で
は
、

(

叩

〉
た。

「
監
門
宿
衛
・
計
帳
」
と
二
つ
に
分
け
て
興
計
三
十
三
篇
と
さ
れ

仁
井
田
氏
は
、

か
つ
て
唐
式
の
遺
文
か
ら
可
能
な
限
り
篇
目
を
拾
い
集
め
て
一
覧
表
と
さ
れ
た
(
「
研
究
」
一
一
一
一
-
一
一
一
頁
以
下
お
よ
び
本
稿
表
2
参

照
)
。
そ
の
う
ち
の

一
つ
の
名
稽
は
「
監
門
式
」
で
あ
っ
て

「
監
門
宿
衛
式
」
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
「
監
門
式
」
と
い
う
篇
目
を
認
め

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
「
宿
衛
式
」
な
る
も
の
が
は
た
し
て
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
宿
衛
は
勤
務
の
形
態
で
あ
っ
て
官
街
の
名
稽
と

は
言
え
な
い
。
そ
れ
で
は
正
し
い
名
稽
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

奮
制
、
式
三
十
三
篇
、
以
尚
書
・
御
史
蓋
・
九
寺
・
三
監
・
諸
軍
筋
目
。

(
『
玉
海
』
巻
六
六
所
引
『
六
典
』
)

(
奮
制
、
式
三
十
三
篇
、
向
書
・
御
史
牽
・
九
寺
・
三
監
・
諸
箪
を
以
て
目
と
篤
す
。
〉

(

日

〉

叉
取
向
書
省
列
曹
、
及
諸
寺
・
監
・
十
六
衛
・
計
帳
、
以
震
式
。
〈
『
新
唐
書
』
刑
法
志
〉

(
ま
た
向
書
省
列
曹
、
及
び
諸
寺
・
監
・
十
六
術
・
計
帳
を
取
り
、
以
て
式
と
為
す
。
)
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前
者
の
資
料
は
、
仁
井
田
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
現
存
『
唐
六
典
』
に
同
一
の
文
章
を
護
見
で
き
な
い
(
「
研
究
」
三
三
一
一
一
頁
〉
。

そ
の
た
め

「
沓
制
」
が
い
つ
の
こ
と
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
諸
軍
や
十
六
衛
に
閲
す
る
式
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
諸
衛
式
」
と
帯
さ
れ
た
の

a
 

で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
誼
擦
に
、
本
簡
の
初
め
に
引
用
し
た
『
唐
六
典
』
巻
六
の
記
事
中
の
「
宿
衛
」
を
、

(

ロ

〉

典
』
で
は
「
諸
衛
」
に
作
っ
て
い
る
の
で
あ
る
(
校
勘
c
参
照
)
。

『
玉
海
』
巻
六
六
所
引
の

『六

(

臼

)

つ
ぎ
に
計
帳
お
よ
び
勾
帳
式
が
追
加
さ
れ
た
の
は
、
則
天
武
后
の
垂
扶
元
年
(
六
八
五
)
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
「
計
帳
」
の

(

H

)

 

語
を
ふ
く
む
前
掲
雨
『
唐
書
』
刑
法
志
の
記
事
は
、
貞
観
式
に
閲
す
る
記
述
と
し
て
は
遁
嘗
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

上
述
し
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
唐
開
元
式
は
、
尚
書
省
二
十
四
曹
各
一
篇
、
秘
書
省
一
篇
、
太
常
・
光
融
・
太
僕
・
司
農
・
太
府

寺
各
一
篇
、
少
府
監
一
篇
、
監
門
衛
一
篇
、
諸
衛
一
篇
、
計
三
十
三
篇
に
、
計
帳
式
を
加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



そ
れ
で
は
、
式
の
篇
目
と
な
っ
た
官
街
以
外
の
官
聴
に
は
、

は
た
し
て
式
が
無
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
源
順
の
『
倭
名
類
緊
抄
』
に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
唐
式
ハ
開
元
式
と
思
わ
れ
る
)
の
遺
文
を
俸
え
る
。

唐
式
云
、
向
食
局
、
漆
器
三
年
一
換
、
供
毎
節
料
朱
合
等
、
五
年
一
換
。

(
麿
式
に
言
う
。
向
食
局
、

漆
器
は
三
年
に
一
た
び
換
え
よ
、
毎
節
料
に
供
す
る
朱
合
等
は
、
五
年
に
一
た
び
換
え
よ
。)

(
M
m
〉

唐
式
云
、
衛
尉
寺
、
六
幅
幕
、
八
幅
幕
、
(
巻
六
調
度
部
扉
障
具
、
幕
僚
〉

(
日
〉

(
巻
四
器
皿
部
漆
器
、
合
子
保
〉

(
唐
式
に
言
う
。
衡
尉
寺
、
六
幅
幕
、
八
幅
幕
、
〉

前
者
は
殿
中
省
向
食
局
に
関
す
る
唐
式
で
あ
り
、
後
者
は
九
寺
の
一
つ
、

「
衛
尉
寺
式
」

そ
れ
ぞ
れ
「
殿
中
省
式
」

と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

衛
尉
寺
に
閲
す
る
唐
式
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
遺
文

先
に
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
名
稽

キ
晶
、は

、
三
十
三
の
篇
自
の
中
に
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
は
濁
立
し
た
篇
目
で
は
な
く
、
三
十
三
の
篇
目
の
い
ず
れ
か
の

中
に
、
附
属
あ
る
い
は
と
り
込
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

要
す
る
に
、
す
べ
て
の
中
央
官
鹿
の
名
稿
を
冠
し
た
式
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

い
く
つ
か
の
官
鹿
に
係
わ
る
式
を
、
あ
る
特
定
の
官
鹿
の

- 67ー

名
稽
を
つ
け
て
呼
ん
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

た
だ
開
元
よ
り
前
の
唐
式
で
も
同
様
で
あ
っ
た
と
速
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
前
掲
『
玉
海
』
所
引
の

『六
典
』
に
は
、

て
式
の
篇
目
を
列
奉
し
、
そ
の
中
に
「
御
史
蓋
」
を
数
え
て
い
る
。
開
元
式
三
十
三
篇
目
中
に
は
、
「
御
史
蓋
」
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
開
元
以
前
の
御
史
蓋
式
に
つ
い
て
は
、
不
明
で
あ
り
記
し
て
後
考
に
備
え
る
。
仁
井
田
陸
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
永
徽
式
の
中
に
は
、
少

な
く
と
も
吏
部
・
刑
部
・
光
緑
の
諸
式
が
あ
っ
た
〈
「
研
究
」
一
一
一
一
三
頁
)
。
こ
れ
ら
は
、

「
奮
制
」
と
し

い
ず
れ
も
開
元
式
三
十
三
篇
目
中
に
見
い
出
さ
れ
る
。

ま
た
式
の
巻
数
に
係
わ
る
諸
資
料
を
吟
味
し
て
み
る
と
、
垂
扶
・
紳
龍
・
開
元
の
諸
式
が
全
二
十
巻
で
あ
り
、
永
徽
式
〈
お
そ
ら
く
麟
徳
・
儀
鳳

(

げ

)

の
二
式
も
)
は
全
十
四
巻
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
開
元
式
以
前
の
式
に
、
三
十
三
篇
を
大
き
く
越
え
る
よ
う
な
篇
目
数
を
想
定
す
る
こ
と
は
無
理

(

日

)

の
よ
う
に
思
う
。
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そ
れ
ゆ
え
、
佐
藤
氏
が
提
起
さ
れ
た
付
の
考
え
に
つ
い
て
は

か
っ
こ
の
中
に
記
し
た
主
張
(
こ
れ
に
射
し
て
佐
藤
氏
は
消
極
的
で
あ
っ
て
、
結

果
的
に
は
採
用
さ
れ
な
い
)
が
、
筆
者
の
支
持
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

す
な
わ
ち
「
水
部
式
」
の
中
に
、
都

佐
藤
氏
の
見
解
に
は
従
い
え
な
い
。

水
監
や
賂
作
監
に
関
す
る
式
が
ふ
く
ま
れ
て
い
て
も

「
水
部
式
」
と
穏
し
て
よ
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

水

部

式

の

書

式

つ
ぎ
に
、
本
残
聞
に
現
れ
た
水
部
式
の
書
式
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
佐
藤
武
敏
氏
は
、
前
掲
口
の
@
に
お
い
て
、
残
簡
中
の
諸
規
定
が

項
目
別
、
す
な
わ
ち
そ
の
規
定
の
内
容
に
従
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
事
質
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
残
簡
の
規
定
の
内
容
は
、
仁

井
田
氏
に
よ
っ
て
七
種
(
付
農
回
水
利
、
口
舟
筏
水
利
、
国
破
慢
水
利
、
同
水
流
及
び
渠
堰
斗
門
の
管
理
、
回
橋
梁
の
管
理
、
肘
諸
司
に
給
す
べ
き
河
魚
、
同

(
印
)

庸
調
等
の
た
め
の
漕
運
叉
は
運
船
)
に
大
別
さ
れ
て
い
る
。
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し
か
し
佐
藤
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
残
衡
の
諸
規
定
の
構
成
は
、
こ
の
付
か
ら
同
の
順
に
並
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
ぞ

れ
の
項
目
に
闘
す
る
諸
規
定
が
一
箇
所
に
ま
と
ま
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
佐
藤
氏
は
、
諸
規
定
の
順
序
の
大
ま
か
な
傾
向
を
、

と
見
、

ωのの、
す
な
わ
ち
残
簡
を
書
き
骨
局
し
た
者
が

水
部

・
都
水
監

・
時
間
作
監
な
ど
の
式
か
ら
、

か
な
'J r、
任、毘
青、調
に、芸
書コ
寓頁
し〉

「
前
牢
に
濯
概
用
水
、

後
半
に
水
運
と
い
う
形
で
整
理
し
、
碩
喧
や
漁
捕
が
そ
の
聞
に
挿
入
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
」

そ
こ
か
ら

た
、
と
推
定
さ
れ
る
。

本
残
簡
に
ふ
く
ま
れ
る
諸
規
定
の
順
序
に
い
か
な
る
一
意
味
が
あ
る
の
か
(
あ
る
い
は
な
い
の
か
)
に
つ
い
て
詳
し

く
検
討
し
た
研
究
を
知
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
氏
の
問
題
提
起
は
重
要
で
あ
る
。
た
し
か
に
諸
規
定
の
並
び
方
は
規
則
的
で
な
い
。
し
か
し

管
見
の
限
り
、
こ
れ
ま
で
、

法
典
の
候
文
配
列
が
そ
れ
ほ
ど
無
原
則
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
の
解
明
は
、
水
部
式
残
簡
そ
の
も
の
を
再
調
査
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
園
立
国
書
舘
に
所
識
さ
れ
る
水
部
式
残
簡
は
、
厚
手
責
染
紙
七
枚
を
連
貼
し
た
も
の
で
あ
る
(
天
地
二
八

O
、
全
長
二
八
五
一
ミ
リ
メ



ー
ト
ル
〉
。
昔
時
極
め
て
貴
重
で
あ
っ
た
紙
を
十
分
に
使
用
し
、
毎
紙
二
十
二
行
(
罫
の
幅
は
一
八
J
一
一
一
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
〉
の
割
で
書
篤
し
、
候
文

(
初
)

ご
と
に
改
行
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
(
後
述
〉
。
文
字
は
専
門
の
書
記
の
手
に
な
る
も
の
と
言
っ
て
よ
く
、
文
字
の
訂
正
に
あ
た
っ
て
、

紙
を
削
っ
て
丁
寧
に
書
き
な
お
し
た
跡
が
二
箇
所
見
い
出
せ
る
(
録
文
お
の
「
回
、
其
」
、
山
の
「
州
、
取
」
)
。
こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
本
残
簡
は
、

(

幻

)

唐
代
の
官
寓
本
と
稽
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
水
部
式
が
慶
棄
さ
れ
た
の
ち
、
紙
背
は
第
二
次
利
用
と
し
て
陀
羅
尼
が
書
寓
さ
れ
た
。

『
奮
唐
書
』
刑
法
志
に
よ
れ
ば
、
開
元
二
十
五
年
(
七
三
七
)
の
法
典
改
正
で
は
、
尚
書
都
省
を
し
て
、

『
律
』
十
二
巻
、

『
律
疏
』
三
十

巻

『
令
』
三
十
巻
、

(

詑

)

に
頒
か
っ
た
。
も
と
よ
り
こ
の
部
数
で
は
、
三
百
を
越
え
る
州
に
ま
で
は
達
し
え
な
い
。
全
園
の
州
鯨
は
、
在
京
諸
司
や
都
督
府
な
ど
に
人
を

『
式
』
二
十
巻
、

『
開
元
新
格
』
十
巻
、

『
格
式
律
例
事
類
』
四
十
巻
を
、
そ
れ
ぞ
れ
五
十
部
ず
つ
書
篤
さ
せ
て
天
下

涯
し
て
轄
鶏
せ
し
め
、
自
己
の
官
街
に
必
要
な
法
典
を
備
え
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
幾
度
も
の
碍
寓
を
鰹
て
法
典
を
公
布
す
る
場
合
、

誤
寓
を
防
ぐ
有
数
な
手
段
は
、
書
式
を
統
一
す
る
こ
と
に
あ
る
。

(
幻
)

の
統
一
(
正
・
逼
字
を
採
り
、
俗
字
を
退
け
る
〉
、
候
文
文
頭
の
明
示
、
俊
文
ご
と
の
改
行
な
ど
の
こ
と
が
ら
が
規
定
さ
れ
た
。

(

M

)

 

書
の
書
寓
に
も
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
首
時
の
法
典
の
公
布
の
方
法
が
、
法
典
の
書
潟
に
一
定
の
形
式
(
す
な
わ
ち
書

(

お

)

式
〉
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
一
紙
ご
と
の
行
数
、

行
ご
と
の
字
詰
め

文
字
の
大
小

字
盤
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こ
れ
は
併
典
や
経

書
式
上
官
寓
本
と
し
て
の
特
色
を
備
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
水
部
式
残
簡
を
さ
ら
に
細
か
く
賠
検
し
て
ゆ
く
と
、
ま
こ
と
に
奇
妙
な
こ
と
に

気
附
く
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
俊
文
は

「諸」

字
か
ら
始
ま
り
、
別
の
あ
る
俊
文
に
は
、
そ
れ
が
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
今
日
ま
で
、
研

究
者
の
聞
で
も
、
本
残
簡
に
ふ
く
ま
れ
る
式
の
候
文
数
に
つ
い
て
見
解
が

一
致
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
仁
井
田
陸
氏
は
全
三
十
係
、
那
波
利

貞
氏
は
二
十
九
僚
と
明
記
さ
れ
、
ト
ゥ
ィ
チ
ェ
ッ
ト
氏
は
慣
に
三
十
四
篠
に
分
け
、
佐
藤
武
敏
氏
は
、
初
め
四
十
二
段
に
分
け
、
の
ち
に
は
三

(お〉

十
二
僚
と
さ
れ
、
池
田
温
氏
は
三
十
数
僚
と
さ
れ
て
い
る
。

水
部
式
の
係
数
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
候
文
文
頭
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
参
考
の
た
め
式
以
外
の
法
典
を

p
h
a
N
吋
誌
な
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に
よ
っ
て
一
瞥
し
て
み
る
と
、
永
徽

・
開
元
の

『
律
』
、
開
元
の
『
律
疏
』
、
永
徽
・
開
元
の
『
令
』
は
、

「諸」

字
か
ら
始
め
る
こ
と
を
原
則



(
お
)

「
一
」
字
か
ら
始
ま
る
例
と
「
救
」
字
か
ら
始
ま
る
例
と
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
唐
式
で
は
ど
う
で
あ
っ
た

(

幼

)

ろ
う
か
。
『
宋
刑
統
』
の
附
属
法
令
中
の
式
は
、
開
元
二
十
五
年
式
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
全
九
篠
中
、
八
係
(
戸
部
式
一
昨
師
、
躍
部
式
一
係
、

軍
部
式
一
係
、
刑
部
式
三
僚
、
主
客
式
二
僚
)
が
「
諸
」
字
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
他
の
一
際
(
刑
部
式
〉
主
部
分
的
引
用
の
た
め
「
諸
」
字
が
な

(

ぬ

〉

{

t

(

幻
)

ぃ
。
こ
こ
か
ら
、
式
も
、
律
・
律
疏
・
令
同
様
、
「
諸
」
字
か
ら
始
ま
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
水
部
式
残
間
中
、
「
諸
」
字
か
ら
始
ま
る
候
文
と
、
「
諸
」
字
の
な
い
候
文
と
で
は
、
ど
こ
に
差
違
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
諸
」
字
の
な
い
候
文
は
、
二
十
六
候
あ
り
、
不
完
傑
一
一
際
〈
録
文
mm
③
)
を
加
え
れ
ば
計
二
十
七
僚
と
な
る
。

(
幻
)

文
頭
の
み
を
左
に
摘
記
す
る
。
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(

幻

)

と
す
る
。

『格
』
に
つ
い
て
は

(j)(記挽〉
1 (行〉
浬
1胃
白
渠

頂
格

@
必
洛
水
中
橋
天
津
橋
等
・
..... 

(
漣
)

③
必
同
州
河
西
豚
濯
水
・..••• 

@
臼
沙
州
・

@
日
禽
寧
開
・
・
・
・
・
.

@
ロ
京
兆
府
高
陵
鯨
界

頂
格

。
団
連
滑
二
水
大
白
渠
:
・

@
日
遅
水
南
白
渠
中
白
渠
南
渠
・
..
... 

中
段

③
訂
治
漏
貝
莫
登
莱
海
四
課
徳
等
:
:

②
臼
勝
州
・-
---
-

Q
U河
陽
橋
・...
..
 

②
九
安
東
都
里
鎮
:
:
・

0
花
桂
贋
二
府
:
:
:

⑧
部
都
水
監
三
津
・
...
.. 

頂
格

@
担
龍
首
浬
堰
五
門
六
門
昇
原

頂
格

① 6 
33 28 
合一藍
壁笠田
宮)新

開
渠

頂
格

頂
格

⑤
お
河
西
諸
州

頂
格

①
ぬ
揚
州
揚
子
津

@
位
従
中
橋
・
.. 

頂
格

⑦
位
都
水
監
・
・

⑤
川
(
依
落
)

中
段

し
占
」
酔

そ
れ
ら
二
十
七
僚
の

頂
格

頂頂頂
格格格
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頂
格
頂
格
頂
格
中
段
頂
格

頂
格
中
段
頂
格
(
?
〉



@
叩
京
兆
府
掛
棚
橋
河
南
府
永
済
橋
・••..• 

@
山
皇
城
・•• 

@
山
河
陽
橋
・
・
・.•. 

頂頂
格格

の
山
蒲
津
橋

@
川
孝
義
橋

頂頂
格格

中
段

こ
れ
ら
文
頭
に

「
諸
」
字
を
も
た
な
い
俊
文
に
共
通
す
る
こ
と
は
、

ま
ず
必
ず
固
有
名
詞
(
河
渠
・
堰
・
関
津
・
橋
梁
・
中
央
官
街
・
府
州
豚
銀

つ
ぎ
に
不
完
僚
を
除
い
た
二
十
六
例
中
、
二
十
一
候
(
す
な
わ
ち
八
割
〉
が
頂
格
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

名
)
か
ら
始
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

こ
と
で
あ
る
〈
こ
れ
を
書
式
論
か
ら
見
れ
ば
、
文
頭
の
固
有
名
詞
は
、
傑
文
検
索
機
能
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
〉
。

言
う
ま
で
も
な
く
、

こ
れ
ら
の
篠

そ
れ
で
は
逆
に
、

い
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
〉
に
は
、

に
は
、
全
く
固
有
名
詞
が
現
れ
わ
い
。
す
な
わ
ち
全
園
的
に
適
用
さ
れ
る
通
則
的
規
定
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
(
前
述
し
た
宮
も
同
じ
性
質
の
僚

文
で
あ
る
か
ら
、
九
例
中
七
例
と
言
う
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
)
。
「
諸
」
字
か
ら
始
ま
り
な
が
ら
、
固
有
名
詞
を
ふ
く
む
残
り
二
例
中
の
一
例
〈
録
文

(mω
〉

印
⑬
)
は
、
北
倉
・
太
倉
に
向
う
各
州
の
運
船
を
客
佳
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
全
園
規
定
と
考
え
ら
れ
よ
う
。(
引
品
〉

す
な
わ
ち
筆
者
は
、
水
部
式
残
簡
に
ふ
く
ま
れ
る
諸
規
定
は
、
二
種
類
に
大
別
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
(
表
3
参
照
)
。
水
部
式
残

「
諸
」
字
を
文
頭
に
有
し
、

い
わ
ば
水
部
式
の
中
の
特
別
法
で
あ
る
。

か
つ
頂
格
か
ら
始
ま
る
八
例
(
「
凡
」
字
を
も
ち
、
中
段
か
ら
始
ま
る
一
例
、
録
文
6
@も
、
同
じ
扱

い
か
な
る
共
通
性
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

録
文
を
調
べ
て
み
る
と
、

八
例
中
六
例

-71ー

文
は
、
文
頭
に
示
さ
れ
た
地
域
や
官
署
に
の
み
適
用
さ
れ
る
特
別
規
定
で
あ
る
。

簡
に
は
、

か
つ
て
仁
井
田
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
七
種
の
事
項
が
ふ
く
ま
れ
る
。
し
か
し
、
唐
の
支
配
領
域
は
誠
に
贋
大
で
あ
り
、
地
域
ご

と
に
自
然
や
祉
舎
篠
件
に
大
き
な
差
違
が
あ
る
。
そ
の
た
め
式
の
俊
文
に
は
、
全
園
的
、
通
則
的
規
定
と
同
時
に
、
地
方
あ
る
い
は
官
衝
の
職

務
内
容
の
特
殊
性
を
考
慮
し
た
規
定
が
必
要
と
な
る
。
今
か
り
に
前
者
を
甲
種
規
定
、
後
者
を
乙
種
規
定
と
名
附
け
て
、
雨
者
の
関
係
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。
甲
種
規
定
に
劃
し
て
乙
種
規
定
を
作
る
の
は
、
必
要
性
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
乙
種
規
定
は
、
全
く
無

い
場
合
か
ら
一
保
以
上
多
数
篠
に
及
ぶ
。
甲
・
乙
雨
種
の
規
定
を
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
と
、
甲
種
規
定
と
乙
種
規
定
は
、
つ
ね
に
組
み
合
せ

て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
〈
た
だ
し
現
存
水
部
式
は
、
残
簡
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
中
の
甲
・
乙
爾
種
の
候
文
が
、
す
べ
て
組
み
合
せ
う
る
と

sOl 
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水部式残衡にふくまれる二種の規定

種類 | 書式上の特徴 規定の性格 残存係数

種規定甲

. 1"諸」字から始まる(1"凡」字もこ

れに準ずる〉。 -全図的 8傑+1 {際(1"凡J)I 
-頂格から始まる。 -通則的 ③~⑪+⑧' 

-固有名詞をふくまない傾向がある。

乙 -固有名詞から始まる。 -地方的(特定の地 26保+1 {傑(不完〕

震定 -頂格から始まることを原則とする。 方 ・官街〉 ④~②， @-②+ 

-必ず固有名詞をふくむ。 -特殊的 ⑤ 

表3

1.本表は，水部式残簡にふくまれる諸規定の形式的分類である。唐式のその他

の篇目すべてに甲乙二径の規定があるか否かは不明である。

2.③は甲種規定の可能性もある。

、、

い
う
こ
と
で
は
な
い
〉
。

さ
き
に
筆
者
は
、
「
諸
」
字
か
ら
始
ま
る
八
例
中
、
七
例
が
全
園
的
、
逼
則
的
規
定
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
れ
で
は
残
る

一
例
(
録
文
山
⑥
〉
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
全
十

行
か
ら
な
る
長
い
像
文
の
-
初
め
の
部
分

「
諸
浮
橋
脚
船
:
:
:
代
換
」
ま
で
が
通
則
的
規
定

で
あ
り
、
そ
の
後
河
陽
橋

・
大
陽
橋

・
蒲
津
橋
、
そ
の
他
の
橋
に
つ
い
て
の
地
方
的
規
定
が

す
な
わ
ち
本
僚
は
、

甲
種
規
定
中
に
乙
種
規
定
が
包
含
さ
れ
て
い
る
例
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
本
僚
の
よ
う

入
り
、

「
若
用
不
足
・
・
・
・
・
・
闘
事
。
」

ま
で
再
び
遁
則
的
規
定
が
来
る
。

な
形
式
は
、
甲
乙
雨
種
規
定
が
完
全
に
分
離
し
た
他
の
俊
文
と
比
べ
た
場
合
、
比
較
的
古
い

書
式
に
属
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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さ
て
、
そ
れ
で
は
、
乙
種
規
定
中
の
あ
る
候
文
は
、
関
連
す
る
甲
種
規
定
の
直
後
に
必
ず

位
置
す
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
先
行
研
究
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
原
則
は
守
ら
れ

て
い
な
い
。

一
例
を
あ
げ
る
。
乙
種
規
定
(
録
文
臼
②
〉
は

沙
州
に
お
い
て
、
湊
田
時

儒
官
に
よ
る
検
校
と
、
前
官
に
官
馬
を
貸
し
輿
え
る
規
定
で
あ
っ
て
、
直
前
に
あ
る
甲
種
規

定
⑮
(
録
文
印
〉
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
む
し
ろ
甲
種
規
定
⑧
(
録
文
8
〉
と
密
接
な
係
わ
り
が

あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
乙
種
規
定
の
位
置
に
狂
い
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、

す
な
わ
ち
、

本

式
の
度
重
な
る
刷
定
に
そ
の
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

来
、
乙
種
規
定
は
、
関
連
す
る
甲
種
規
定
の
直
後
に
来
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
乙
種
規

定
の
増
大
化
と
、

剛
定
時
の
俊
文
の
改
陵
に
よ
り
、
そ
の
挿
入
位
置
に
狂
い
が
生
じ
て
き
、

関
連
す
る
甲
種
規
定
と
比
較
的
近
い
位
置
に
あ
る
こ
と
で
容
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で



は
あ
る
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
一
見
無
原
則
に
見
え
る
水
部
式
の
俊
文
の
並
び
方
は
‘
あ
る
原
則
が
、
若
干
く
ず
れ
つ
つ
あ
る
朕
況
を
示
し
て
い

る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
節
の
初
め
に
提
起
し
た
問
題
に
戻
る
な
ら
ば
、
筆
者
は
、
佐
藤
氏
の

O
の
@
と
近
い
認
識
か
ら
出
設
し
た
が
、
氏
と
は
異
な
る
結
論
に
至

っ
た
。
。
の
@
は
、
甲
種
規
定
の
す
べ
て
と
、
乙
種
規
定
の
八
割
が
頂
格
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
事
貧
に
よ
っ
て
、
成
立
し
難
い
で
あ
ろ
う
。
佐

藤
氏
は
、
∞
の
@
と
@
と
か
ら
、
残
簡
を
書
き
寓
し
た
者
が
、
任
意
に
式
の
候
文
を
抽
出
し
た
と
考
え
ら
れ
た
が
、
む
し
ろ
底
本
の
水
部
式
を

諸
規
定
の
順
序
が
規
則
的
で
な
い
と
す
れ
ば
、

(

お

)

く
、
底
本
の
問
題
、
す
な
わ
ち
立
法
時
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
一
寓
本
に
限
ら
れ
る
問
題
で
は
な

そ
の
ま
ま
忠
寅
に
碍
寓
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
こ
の
水
部
式
残
簡
は
、
ど
こ
で
書
篤
あ
る
い
は
碍
骨
局
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
巻
頭
・
巻
尾
を
失
っ
て
い
る
の
で
、
直
接
的
に
は

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
敦
埠
護
見
の
他
の
官
文
書
な
ど
の
例
か
ら
類
推
し
て
、
沙
州
あ
る
い
は
そ
の
他
の
河
西
の
州
に
お
い
て

轄
寓
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
水
部
式
残
簡
の
中
に
は
、
偶
然
に
も
沙
州
に
閲
す
る
規
定
が
残
っ
て
い
る
(
録
文
臼
②
)
。

そ
れ
と
同
時
に
、
約
三
十
の
州
名
が
現
れ
る
。
北
は
勝
州
、
南
は
庚
州
、
東
は
登
州
、
西
は
沙
州
に
及
ぶ
。
も
し
、
佐
藤
氏
の
想
定
さ
れ
る
よ

う
に
、
任
一
意
に
規
定
を
抽
出
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
特
定
の
地
域
(
た
と
え
ば
沙
州
〉
以
外
の
諸
地
域
を
劃
象
と
す
る
規
定
(
乙
種
規
定
〉
ま
で
、

書
き
寓
す
必
要
性
が
、
は
た
し
て
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
貧
際
は
む
し
ろ
そ
の
逆
で
、
内
容
の
省
略
が
許
さ
れ
な
い
法
典
の
常
と
し
て
、
水
部

式
(
そ
れ
以
外
の
篇
目
も
嘗
然
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
が
)
全
瞳
を
、
底
本
そ
の
ま
ま
に
書
き
寓
し
た
た
め
に
、
慶
大
な
地
域
に
か
か
わ
る
唐
式
の
寓

し
か
し

一 73ー

本
が
、
敦
埋
の
地
に
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

水
部
式
の
年
代
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す
で
に
ま
え
が
き
に
お
い
て
略
述
し
た
よ
う
に
、
本
残
簡
は
、
羅
振
玉
氏
に
よ
っ
て
、
唐
水
部
式
に
論
定
さ
れ
た
。
そ
の
論
援
は
、
本
残
聞

に
ふ
く
ま
れ
る
像
文
ハ
録
文
ロ
@
)
と
『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
巻
二
三
所
引
の
水
部
式
と
が
一
致
し
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
羅
氏
は
、
唐
式
が
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(

お

)

「
此
巻
不
知
廃
何
時
失
」
(
こ
の
残
簡
が
い
つ
の
も
の
か
は
わ
か
ら

な
い
)
と
記
し
て
、
本
残
簡
が
唐
の
ど
の
時
期
の
式
で
あ
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

永
徽
・
垂
扶
・
一
押
龍
・
開
元
に
修
正
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
、

そ
の
の
ち
、
仁
井
田
陸
・
牧
野
巽
南
氏
は
、
論
文
「
故
唐
律
疏
議
製
作
年
代
考
」
の
な
か
で
、
本
残
簡
に
現
れ
る
京
兆
府
・
河
南
府
・
京
兆

ま
た
中
書
門
下
(
中
書
省
・
門
下
省
〉
と
い
う
名

少
者
ノ
の
言
葉
か
ら
、
そ
れ
ら
の
使
用
さ
れ
た
時
期
(
開
元
元
年
十
二
月
J
開
元
末
年
)
を
導
き
、

稿
か
ら
開
元
五
年
以
後
と
上
限
を
定
め
、
開
元
五
年
か
ら
同
末
年
ま
で
に
刷
定
さ
れ
た
唐
式
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
開
元
七
年

(

幻

〉

式
、
あ
る
い
は
開
元
二
十
五
年
式
と
い
う
結
論
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
閲
す
る
仁
井
田
氏
の
新
見
解
は
、
息
子
禽
報
告
「
敦
埋
設
見
唐
水
部
式
の
研
究
」
の
な
か
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
報
告
要
旨

に
よ
れ
ば
、
莫
州
の
名
稽
を
手
掛
り
と
し
て
、
開
元
十
三
年
以
後
同
末
年
ま
で
の
唐
式
、
す
な
わ
ち
開
元
二
十
五
年
頒
行
の
水
部
式
で
あ
る
と

(

お

〉

(

m
却
〉

論
定
さ
れ
た
。
仁
井
田
氏
の
こ
の
結
論
は
、
同
名
の
論
文
と
し
て
『
服
部
先
生
古
稀
祝
賀
記
念
論
文
集
』
に
護
表
さ
れ
、
そ
の
の
ち
、
同
論
文

の
第
一
節
・
第
六
簡
に
手
を
加
え
、
仁
井
田
氏
の
論
文
集

『
中
園
法
制
史
研
究
』

W
に
再
録
さ
れ
た
。

残
簡
所
牧
の
水
部
式
の
年
代
(
制
定
年
衣
)
決
定
の
過
程
に
つ
い
て
調
べ
て
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い
ま
最
終
論
文
「
敦
埋
設
見
唐
水
部
式
の
研
究
」
に
よ
っ
て

み
よ
う
。
仁
井
田
氏
は
、
以
下
の
六
種
類
の
名
稽
か
ら
、
そ
れ
ら
が
同
時
に
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
存
在
し
う
る
期
聞
を
求
め
ら
れ
た
。

1 

河
清
鯨
(
奮
其
大
勝
、
遊
詩
改
名
)
:
:
-
j
i
-
-
:
先
天
元
年
(
七
一
二
〉

J

(
少
量
ノ
)

京
兆
府
・
河
南
府
・
京
兆
矛
:
・

:
:
j
i
-
-
:開
元
元
年
(
七
二
二
)
J

2 3 

約
三
十
の
州
名
:
・
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
天
賓
元
年
(
七
四
二
)

J
至
徳
二
載
(
七
五
八
〉
を
除
く
。

河
西
豚
:
・
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
J乾
元
三
年
(
七
六
O
〉

4 

中
書
・
門
下
:
・
:
:
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
-
開
元
五
年
(
七
一
七
)

J

莫
州
:
:
;
:
:
:
-
j
i
-
-
・:
:
j
i
-
-
i
j
i
-
-
開
元
十
三
年
(
七
二
五
)

J

す
な
わ
ち

3
か
ら
下
限
は
開
元
二
十
九
年
〈
七
四
一
)
と
な
り
、

6
か
ら
上
限
は
開
元
十
三
年
(
七
二
五
)
と
な
る
。

5 6 

こ
の
聞
に
刑
定
さ
れ
た



:
f
j
l
!
i
:
h
t
 

唐
式
は
開
元
二
十
五
年
式
の
み
で
あ
る
か
ら
、
本
水
部
式
残
簡
は
開
元
二
十
五
年
式
と
な
る
。
仁
井
田
氏
の
こ
の
方
法
と
結
論
と
は
、
多
く
の

研
究
者
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
、
今
日
通
読
と
し
て
の
取
り
扱
い
を
受
け
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
八
一
年
に
布
目
湖
沼
・
大
野
仁
雨
氏
に
よ
っ
て
「
唐
開
元
末
府
州
牒
園
作
製
の
試
み
l
l
l
敦
埋
所
出
天
賓
初
年
書
潟
地
志

残
巻
を
中
心
に
|
|
」
が
護
表
さ
れ
、
河
北
道
鄭
州
に
関
す
る
諸
資
料
の
中
か
ら
、
『
責
治
逼
鑑
』
巻

一
五
、
天
賓
元
年
春
正
月
僚
胡
三
省
注

(
後
述
〉
お
よ
び
天
賓
四
載
頃
の
「
大
唐
故
人
諸
菖
府
君
夫
人
韓
氏
墓
誌
」
に
現
れ
る
「
漠
州
長
史
」
の
語
を
主
な
論
援
と
し
て
、
鄭
州
は
、

(

川

叫

)

開
元
十
三
年
か
ら
天
賓
四
載
噴
ま
で
漠
州
と
書
か
れ
て
い
た
こ
と
は
確
賓
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
補
注
に
お
い
て
、
仁
井
田
氏
の
水

(

H

U

)

 

部
式
残
簡
に
閲
す
る
年
代
考
謹
に
再
考
の
絵
地
が
あ
る
と
も
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

仁
井
田
氏
が
、
水
部
式
残
簡
の
刑
定
年
次
の
上
限
を
決
定
さ
れ
た
論
擦
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
莫
州
と
い
う
名
稽
た
だ
一
つ
で
あ
る
。
も

し
布
目
・
大
野
南
氏
の
設
が
正
し
け
れ
ば
、
仁
井
田
氏
の
考
誼
は
誤
り
と
な
り
、
開
元
二
十
五
年
水
部
式
設
は
覆
り
、
さ
ら
に
こ
の
通
読
に
も

- 75ー

と
づ
い
て
主
張
さ
れ
て
い
る
様
々
な
皐
設
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
。
布
目
・
大
野
南
氏
の
問
題
提
起
を
う
け
、
早
速
関
連
資

料
を
再
検
討
し
て
み
た
い
。

仁
井
田
氏
は
、
先
に
述
べ
た
最
終
論
文
に
お
い
て
、
開
元
十
三
年
に
鄭
州
か
ら
莫
州
へ
の
改
名
が
あ
っ
た
こ
と
を
、

(

必

〉

『
新
唐
書
』
地
理
志
・
『
太
卒
賓
字
記
』
の
一
一
一
資
料
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
。
い
ま
議
論
に
必
要
な
部
分
の
み
を
摘
記
す
る
。

〔
七
四
)

莫
州
上
本
調
州
之
鄭
勝
。
景
雲
二
年
、
於
鯨
置
鄭
州
、
割
温
州
之
鄭

・
任
丘
・

文
安

・
清
苑
、
幽
州
之
鯖
義
等
五
懸
属
之
。
:
:
:
開
元

〔
七
五
〕

十
三
年
、
以
鄭
字
類
鄭
字
、
改
篤
莫
。
天
賓
元
年
、
改
震
文
安
郡
。
乾
元
元
年
、
復
篤
莫
州
。
:
・

『
奮
唐
書
』
地
理
志

〔
七
四
〕

〔
七
五
〕

鄭
州
各
本
原
作
「
莫
州
L

、
援
本
巻
下
文
及
蜜
字
記
巻
六
六
改
。

天
賓
元
年
改
篤
文
安
郡
、
乾
元
元
年
復
策
莫
州
、

「改
篤
文
安
郡
、
乾
元
元
年
」
各
本
原
無
、
嬢
蜜
字
記
巻
六
六
改
。

(
m
M
〉

〈
『
奮
唐
書
』
巻
三
九
地
理
志
〉

305 

(
莫
州
、
上
。
も
と
誠
州
の
鄭
勝
。

景
雲
二
年
、
豚
に
鄭
州
を
置
き
、
滅
州
の
鄭
・
任
丘
・
文
安
・
清
苑
、

幽
州
の
腸
義
等
五
豚
を
割
き
て
之
に
麗
せ
し
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む
。
:
:
:
関
元
十
三
年
、
鄭
字
の
鄭
字
に
類
せ
る
を
以
て
、
改
め
て
莫
と
篤
す
。

す
。
:・:)

天
資
元
年
改
め
て
文
安
郡
と
篤
す
。
乾
元
元
年
、
復
し
て
莫
州
と
震

莫
州
文
安
郡
、
上
。
本
鄭
州
、

景
雲
二
年
、
以
漏
州
之
鄭

・
任
丘
・
文
安
・
清
苑
・
唐
興
、
幽
州
之
厨
義
置
。
開
元
十
三
年
以
鄭
鄭
文
相

(
付
)

(『新
唐
書
』
巻
三
九
地
理
志
)

類
、
更
名
0

・

莫
州
・
:
:
唐
景
雲
二
年
、
於
豚
置
鄭
州
、
割
減
州
之
鄭
・
任
郎
・
文
安
・
清
苑
、
幽
州
之
蹄
義
等
五
賂
腐
鷲。

・
:
・
開
元
十
三
年
、
以
鄭

(

必

〉

(
楽
史
『
太
卒
蜜
字
記
』
巻
六
六
V

字
類
鄭
字
、
改
篤
莫
。
天
賓
元
年
改
震
文
安
郡
。
乾
元
元
年
、
復
帰
莫
州
。
.

こ
れ
ら
三
種
の
資
料
と
、
基
本
的
に
同
じ
立
場
に
立
つ
資
料
に
つ
き
の
二
種
が
あ
る
。

莫
州
:
:
:
大
唐
景
雲
二
年
、
分
議
州
置
鄭
州
。
開
元
十
三
年
、
改
鄭
魚
莫
。
其
後
或
祭
文
安
郡
。
.. 

(

日

明

)

(
社
佑
『
遁
典
』
巻
一
七
八
、
州
都
八
〉

莫
州
、
景
雲
二
年
六
月
十
四
日
、
分
漏
州
置
鄭
州
。
開
元
十
三
年
十
二
月
初
二
日
、
以
鄭
鄭
文
相
似
、
始
車
用
莫
字
。
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(

U

)

 

(
王
涛

『唐
舎
要
』
宅
七
一
、
州
豚
改
置
下
)

こ
れ
ら
五
種
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
鄭
州
は
景
雲
二
年
に
漏
州
か
ら
析
置
さ
れ
、
開
元
十
三
年
、
鄭
州
と
鄭
州
の
文
字
が
類
似
し
て
い
る
こ
と

を
理
由
と
し
て
莫
州
へ
と
改
め
ら
れ
、
さ
ら
に
天
賓
元
年
に
文
安
郡
と
稽
し
、
乾
元
元
年
に
再
び
莫
州
に
戻
っ
た
こ
と
に
な
る
。
い
ま
地
名
鑑

遷
に
闘
す
る
こ
の
よ
う
な
解
樟
を
A
設
と
名
附
け
る
。
仁
井
田
氏
の
準
設
は
、

(

同

叩

)

藤
氏
ら
も
同
様
で
あ
る
。

A
読
を
根
援
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ト
ヮ
ィ
チ
ェ
ッ
ト
氏
、
佐

つ
ぎ
に
こ
れ
ら
と
は
異
な
る
見
解
を
示
す
二
資
料
を
掲
げ
る
。

唐
輿
軍
在
莫
州
域
内
、
兵
六
千
人
。
:
:
:
景
雲
元
年
、
以
扇
州
鄭
鯨
置
鄭
州
。
開
元
十
三
年
、
以
鄭
字
類
鄭
字
、
改
篤
漠
州
、
尋
叉
改
莫

(

必

)

(『資
治
通
鐙
』
巻
二
一
五
、
天
賓
元
年
春
正
月
係
、
胡
三
省
注
)

ナ1'1

会
一
?
)
(
滋
)

(
唐
輿
軍
は
莫
州
域
内
に
在
り
、
丘
二
ハ
千
人
。
・:
:
景
雲
元
年
、
蔵
州
鄭
豚
を
以
て
郎
州
を
置
く
。
開
元
十
三
年
、

鄭
字
の
鄭
字
に
類
せ
る
を
以
て
、
改
め



て
漠
州
と
震
し
、
手
い
で
ま
た
莫
州
に
改
む
。
:
;
:
)

莫
州
城
(
:
:
:
唐
景
雲
二
年
、
分
置
怒
州
於
此
。
:
:
:
関
元
十
三
年
、
改
居
周
漠
州
。
旋
叉
信
用
莫
州
。
:
:
:
天
資
初
、
日
文
安
郡
。
乾
元
初
、
復
篤
莫
州
。

.. 

ハ印〉

(
顧
租
百
円
『
讃
史
方
輿
紀
要
』
巻
=
ニ
、
任
郎
豚
僚
)

. 、、J(
莫
州
城
:
:
:
唐
の
景
雲
二
年
、
鄭
州
を
比
に
分
置
す
。
:
:
:
関
元
十
三
年
、
改
め
て
漠
州
と
潟
し
、
旋
い
で
ま
た
莫
州
と
潟
す
。
・
:
:
・
天
賓
初
め
、
文
安

郡
と
日
ぅ
。
乾
元
初
め
、
復
し
て
莫
州
と
震
す
。
:
:
:
)

こ
の
二
資
料
で
は
、
開
元
十
三
年
に
、
鄭
州
か
ら
漠
州
へ
と
改
名
さ
れ
、
そ
の
後
早
い
段
階
で
莫
州
へ
と
改
め
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
い

(

日

)

B
読
は
、
布
目
・
大
野
雨
氏
の
立
脚
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
鄭
州
の
名
稿
に
閲
す
る
胡
注
の
特
異
性
に
つ

ま
こ
れ
を

B
読
と
名
附
け
る
。

い
て
は
、
民
「
仲
勉
氏
も
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
、
胡
注
を
『
奮
唐
書
』
地
理
志
、

で、

「
未
審
胡
氏
何
援
」

『
通
典
』
巻
一
七
八
、

(
臼
)

(
胡
氏
が
何
に
擦
っ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
)
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
唐
曾
要
』
巻
七
一
と
比
較
さ
れ
た
上

そ
れ
で
は
A
・
B
南
設
の
い
ず
れ
を
是
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
剣
断
の
一
方
法
と
し
て
筆
者
は
『
資
治
逼
鑑
』
の
用
字
法
を
、
開
元

十
三
年
か
ら
天
賓
元
年
に
か
け
て
調
べ
て
み
た
。

(

臼

)

開
元
十
四
年
四
月
辛
丑
僚

開
元
二
十
年
僚
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イ

「
莫
:
:
:
五
州
」
〈
本
文
)
、

「
莫
州
置
唐
輿
軍
」

(
注
)

ロ

「
鄭
十
六
州
」
(
本
文
)
、

「
鄭
、
一
音
莫
」

(注〉

ノ、

〈
本
文
〉

(

臼

)

(
注
は
前
掲
の
た
め
省
略
)

天
賓
元
年
春
正
月
僚
「
漠
:
:
:
九
州
」

イ
ロ
ハ
の
用
例
中
、
本
文
の
三
例
は
、
四
部
叢
刊
所
牧
の
宋
版
『
資
治
遁
鑑
』
で
も
同
様
に
作
っ
て
い
る
。
事
例
ロ
は
、
鄭
州
が
景
雲
二
年

か
ら
開
元
十
三
年
ま
で
の
名
稀
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
開
元
二
十
年
に
こ
の
文
字
を
用
い
る
の
は
遁
嘗
で
な
い
。
事
例
イ
に
よ
れ
ば
、
開
元
十
四

(
二
十
日
)

年
嘗
時
は
莫
州
と
稽
し
、
ま
た
ハ
に
よ
れ
ば
、
天
賓
元
年
、
文
安
郡
と
改
稽
(
天
賓
元
年
二
月
丙
申
〉
さ
れ
る
直
前
に
は
漠
州
と
稽
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
天
賓
元
年
に
文
安
郡
と
改
め
ら
れ
る
前
が
漠
州
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
前
に
莫
州
の
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
こ

(

日

)

れ
は
、
既
存
の

A
-
B
雨
読
の
い
ず
れ
と
も
矛
盾
す
る
。
そ
こ
で
改
め
て

C
読
を
た
て
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
(
表
4
参
照
)
。
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鄭州、|の名稽の聖堂遜表4

本}

奮唐害地理志，
新唐書地理宏、，
j通典，唐曾要，
太卒蜜字記

資治遁鐙胡注，
讃史方輿紀要

鄭州一一一→漠州一一一→莫州、ト一一→文安郡
(開元13年) (開元中) (天資元年)

資州名の改正とその時期

鄭州一一一→莫ナ|←一一→文安郡一一一→莫汁|
(開元13年) (天賓元年) (乾元元年)

A設の諸資料，
糞治通鑑

期リ|‘ト一一→莫州一一一→漠1+1-一→文安郡
(開元13年) (開元末年) (天資元年〉

C設
一一一→莫州
(乾元元年〉

鄭
{
子
が
鄭
字
と
紛
ら
わ
し
い
こ
と
を
理
由
と
し

(

白

川

)

て
、
鄭
州
か
ら
莫
州
へ
と
改
名
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は

A
読
と
共
通
す
る
。

そ
れ
ゆ
え
「
莫
(
州
)
」
の
現
れ
る
水
部
式
残
簡
の
刷
定
年
代
は
、
開
元
十
三
年
を

上
限
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
開
元
二
十
五
年
式
読
と
な
る
貼
で
は
、
仁
井
田
読
と

同
じ
結
論
で
あ
る
。
た
だ
C
設
に
お
い
て
は
、
莫
州
か
ら
漠
州
へ
の
愛
更
を
い
っ

C
読
で
は

開
元
十
三
年
、

と
考
え
る
か
が
一
つ
の
問
題
貼
と
な
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
開
元
十
四
年
に
は

なお李吉甫「元和郡J孫園志』の莫州僚は散侠している。

莫
州
と
稽
さ
れ
て
い
た
(
『
資
治
遁
鑑
』
イ
)
。
そ
し
て
、
併
数
遺
跡
と
し
て
著
名
な

河
北
房
山
に
あ
る
金
仙
公
主
塔
の
「
山
頂
石
浮
園
後
記
」
〈
「
金
仙
公
主
塔
題
刻
」
と

も
期
間
す
〉
に
よ
れ
ば
、
開
元
二
十
八
年
(
七
四
O
)
嘗
時
も
、

(
幻
)

名
稽
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、

莫
州
か
ら
漠
州
へ
の
嬰

更
は
、
開
元
二
十
八
年
か
ら
天
賓
元
年
の
聞
の
こ
と
で
あ
り
、

漠
州
の
期
聞
は
極

ひ
き
つ
づ
き
莫
州
の
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め
て
短
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

A
読
の
多
く
の
資
料
の
よ
う
に
、

ハ
開
〉

漠
州
の
存
在
が
無
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

上
述
し
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
莫
州
は
、
水
部
式
の
年
代
決

資
料
の
性
格
上
微
妙
な
問
題
も
あ
る
。

定
上
重
要
な
論
接
で
は
あ
る
が
、

そ
こ

で
、
他
に
開
元
二
十
五
年
水
部
式
設
を
補
強
す
る
資
料
が
な
い
か
ど
う
か
を
検
討

し
て
み
た
い
。

水
部
式
残
簡
の
中
に
は
次
の

一
文
が
あ
る
。

(祭
紀
)

、
、
、
、

も
ち

みは

其
れ
向
食
・
典
膳
・
洞
祭
・
中
書
門
下
の
須
う
る
と
こ
ろ
の
魚
は
、
並
都
水



採
供
せ
よ
。
諸
陵
に
は
、
お
の
お
の
管
す
る
と
こ
ろ
の
蘇
供
せ
。
品
駄
の
魚
を
給
す
べ
き
慮
、
及
び
多
臓
に
は
、
度
支
毎
年
銭
二
百
貫
を
支

L
、
都
水
監
に
迭
り
、
量
り
て
時
債
に
依
り
て
直
を
給
せ
。

(
録
文
巾
別

t
m
)

こ
の
部
分
は
、
『
唐
六
典
』
巻
二
三
に
劃
鷹
記
事
が
あ
る
。

毎
日
供
向
食
魚
、
及
中
書
門
下
官
薩
給
者
、
若
大
祭
和
則
供
其
乾
魚
・
魚
直
、
以
充
窪
豆
之
賞
。
凡
諸
司
雁
給
魚
及
多
聴
者
、
毎
歳
支
鏡

二
十
首
問
、
迭
都
水
、
命
河
渠
、
以
時
債
市
供
之
。

こ
れ
ら
二
つ
の
資
料
に
現
れ
る
「
中
書
門
下
一
に
つ
い
て
は
、
仁
井
田
・
ト
ヮ
ィ
チ
ェ
ッ
ト
・
佐
藤
氏
の
い
ず
れ
も
が
中
書
・
門
下
二
省
の

(

臼

〉

一
意
一
味
に
理
解
さ
れ
て
き
た
。
た
し
か
に
二
省
と
理
解
す
る
こ
と
は
、
不
自
然
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
三
省
の
一
つ
、
向
書
省
の
官
人
達
は
ど
の

よ
う
に
慮
遇
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

清
木
場
東
氏
は
、
論
文
「
唐
律
令
制
時
代
の
常
食
料
制
に
つ
い
て
」
の
中
で
、
都
水
監
の
河
渠
署
管
下
に
二
百
五
十
人
も
の
漁
師
が
い
る
こ

と
と
、
前
掲
『
唐
六
典
』
の
記
事
と
か
ら
、
山
間
書
・
中
書
・
門
下
に
供
さ
れ
た
魚
は
、
漁
師
の
漁
獲
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
二
百
貫
の
和
市
財

(

印

〉

源
で
購
入
さ
れ
た
魚
が
諸
司
用
で
あ
っ
た
ら
し
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

筆
者
が
若
干
疑
問
に
感
じ
る
こ
と
は
、
水
部
式
残
簡
・
『
唐
六
典
』
と
も
に
「
中
書
門
下
」
と
作
っ
て
い
る
言
葉
を
、
尚
書
・
中
書
・
門
下

三
省
と
擁
大
し
て
理
解
で
き
る
か
否
か
と
い
う
貼
で
あ
る
。
清
木
場
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
常
食
料
規
定
で
は
、
魚
は
貴
重
品
で
あ
っ
て
、
親

規
定
上
魚
の
支
給
は

- 79ー

王
(
お
よ
び
諸
王
)
に
日
ご
と
に
三
十
匹
が
給
さ
れ
る
の
み
で
、

(

日

〉

な
い
。
前
掲
水
部
式
に
お
い
て
も
、
都
水
監
が
直
接
魚
を
採
供
す
る
の
は
、
皇
帝
の
食
事
を
司
る
殿
中
省
向
食
局
、
皇
太
子
の
食
事
を
司
る
左

官
人
に
劃
し
て
は
、

た
と
え
三
品
以
上
で
あ
っ
て
も
、

春
坊
典
膳
局
、
祭
把
(
『
六
典
』
で
は
大
祭
杷
〉
の
場
合
、

お
よ
び
「
中
書
門
下
」
の
み
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
言
う
「
中
書
門

下
」
は
、
中
書

・
門
下
二
省
の
官
人
で
は
な
く
、
極
め
て
高
位
の
官
人
、
す
な
わ
ち
宰
相
達
を
z

意
味
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

周
知
の
ご
と
く
唐
の
宰
相
曾
議
は
、
初
め
門
下
省
の
政
事
堂
で
行
わ
れ
、
永
淳
二
年
(
六
八
三
〉
に
、
中
書
令
袈
炎
の
議
に
よ
っ
て
中
書
省
に

(

臼

)

移
さ
れ
、
開
元
十
一
年
(
七
二
一
二
〉
に
は
張
設
の
奏
に
よ
っ
て
政
事
堂
は
「
中
書
門
下
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
中
書
門
下
の

309 
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語
は
行
政
の
中
植
を
捨
う
宰
相
達
を
一
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
先
の
水
部
式
の
規
定
は
、
皇
帝一

・
皇
太
子
(
親
王
以
下
皇
親
を
ふ
く
む
)
、
大
祭
柁

・

宰
相
ら
に
射
し
て
は
、
都
水
監
の
河
渠
暑
が
毎
日
魚
を
供
給
す
る
と
讃
み
う
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
常
食
料
規
定
に
は
な
く
と
も
、
こ
れ

ら
以
外
の
官
人
に
も
、
魚
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
毎
日
の
こ
と
と
は
言
え
ま
い
。

「
中
書
門
下
」
の
語
を
以
上
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
張
設
の
奏
が
開
元
十
一
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
語

を
ふ
く
む
本
水
部
式
は
、
開
元
十
一

年
か
ら
同
末
年
ま
で
に
な
っ
た
唐
式
、
す
な
わ
ち
開
元
二
十
五
年
式
と
な
る
。
要
す
る
に
、
水
部
式
残
簡

の
法
典
と
し
て
の
年
代
は
、
開
元
二
十
五
年
度
の
も
の
と
す
る
仁
井
田
読
を
支
持
す
る
。

む

す

び

以
上
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
残
聞
の
基
本
的
性
格
に
関
す
る
佐
藤
武
敏
氏
の
新
設
、
ま
た
水
部
式
の
刷
定
年
次
に
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闘
す
る
布
目
潮
楓

・
大
野
仁
両
氏
の
新
設
、
そ
の
い
ず
れ
に
射
し
て
も
筆
者
は
否
定
的
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
遁
説
(
開
元
二
十
五
年
水
部
式
設
)

(

臼

)

を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
雨
者
の
問
題
提
起
に
つ
い
て
は
大
い
に
拳
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
り
、
新
設

・
通
説
そ
れ
ぞ
れ
の
論
擦
を
再
検
討
す
る
遁
程
で
、
従
来

必
ず
し
も
明
確
で
な
か
っ
た
二
、
三
の
こ
と
が
ら
を
、
あ
る
程
度
明
ら
か
に
し
え
た
よ
う
に
思
う
。
筆
者
の
作
業
結
果
を
簡
単
に
記
せ
ば
以
下

の
よ
う
に
な
ろ
う
。

付

開
元
式
三
十
三
篇
目
は
、
向
書
省
列
曹
二
十
四

秘
書
省

一
、
太
常
・
光
旅

・
太
僕

・
司
農

・
太
府
寺
の
五
、

監
門
衛

少
府
監

一
、

一
、
諸
衛
一
か
ら
な
る。

こ
れ
に
計
帳
式
一
篇
が
加
わ
り
、
計
三
十
四
篇
と
な
る
。

開
元
式
の
例
か
ら
考
え
る
と
、
式
の
篇
目
は
、
す
べ
て
の
中
央
官
街
の
名
稽
を
冠
し
た
も
の
で
は
な
く
、

い
く
つ
か
の
官
街
に
関
す
る

。
式
が
、
あ
る
特
定
の
官
街
名
を
冠
し
て
呼
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

水
部
式
の
俊
文
は
、
甲
・
乙
二
種
に
大
別
さ
れ
る
。
甲
種
規
定
は
、
全
園
的
・
逼
則
的
内
容
を
も
ち
、

「
諸
」
字
を
も
っ
て
頂
格
か
ら

同



始
ま
り
、
乙
種
規
定
は
、
地
方
的
・
特
殊
的
で
、
固
有
名
詞
(
河
渠
・
堰
・
閥
津
・
橋
梁
・
中
央
官
街
・
府
州
鯨
銀
名
)
を
も
っ
て
頂
格
か
ら
始
ま
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
残
簡
中
、
甲
種
規
定
は
八
繰
っ
凡
」
字
か
ら
始
ま
る
一
僚
を
加
え
れ
ば
九
係
〉
、

乙
種
規
定
は
二
十
六
候
(
そ
の
他
不
完

同
脇
田
一
僚
を
加
え
れ
ば
二
十
七
係
、
た
だ
し
不
完
僚
に
は
甲
種
規
定
の
可
能
性
も
あ
る
〉
で
あ
る
。

候
文
の
配
列
は
、
甲
種
規
定
の
あ
と
に
、
関
連
す
る
乙
種
規
定
が
並
ぶ
こ
と
が
原
則
で
あ
る
が
、
た
び
重
な
る
式
の
刑
定
に
も
と
づ
く

候
文
の
改
贋
に
よ
っ
て
、
そ
の
配
列
に
狂
い
が
生
じ
て
い
る
。

莫
州
の
名
稿
の
嬰
遷
に
つ
い
て
は
、
先
行
諸
説

(
A
設・

B
設
)
と
異
な
る
理
解

(
C
設
)
を
も
つ
が
、

結
論
と
し
て
は
、
開
元
二
十
五

伺
年
式
設
に
賛
成
す
る
。

付
残
簡
中
に
現
れ
る
「
中
書
門
下
」
の
語
を
宰
相
達
と
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
元
二
十
五
年
式
読
を
補
強
し
う
る
と
考
え
る
。

帥
第
二
次
利
用
の
際
に
、
水
部
式
紙
背
に
書
寓
さ
れ
た
陀
羅
尼
は
『
大
併
頂
如
来
密
因
修
誼
了
義
諸
菩
薩
高
行
首
拐
巌
呪
』
で
あ
る
。
書

寓
の
際
、
筆
誤
に
よ
っ
て
、
陀
羅
尼
の
第
二
紙
の
末
端
を
三
行
切
断
し
た
た
め
、
表
面
の
水
部
式
を
二
行
(
録
文
m
J
m
m
)
歓
失
し
た
と
思
わ

(

臼

)

れ
る
。
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こ
れ
ら
、
水
部
式
残
簡
の
書
式
上
の
特
色
を
ふ
ま
え
て
、
今
後
各
僚
文
の
内
容
研
究
が
一
一
層
深
め
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

詰
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本
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
原
資
料
の
書
き
下
し
あ
る
い
は
現
代
語

誇
は
、
最
小
限
に
止
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
同
趣
旨
の
内
容
で
典
援
が

異
な
る
場
合
、
参
考
の
た
め
原
文
の
み
を
掲
げ
た
。

〈1
〉
池
田
温
「
敦
爆
遺
文
」
(
『
書
の
日
本
史
』
第
一
巻
、
卒
凡
社
、
一
九

七
五
)
参
照
。

(

2

)

拙
稿
「
日
本
に
お
け
る
唐
律
研
究
|
|
文
献
血
平
的
研
究
を
中
心
と
し

て
|
|
」
(
『
法
律
論
叢
』
明
治
大
摩
、
五
四
|
四
、
一
九
八
二
〉
参

照。

(
3
〉
こ
の
ほ
か
、
公
刊
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
大
谷
勝
員
氏
の
録
文

「
唐
代
河
渠
水
運
ニ
関
ス
ル
書
」

〔水
部
式
の
摘
録
〕
を
枚
め
た
ノ
ー

ト
が
龍
谷
大
事
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。

(
4
〉
水
部
式
に
関
連
す
る
研
究
は
、
現
在
か
な
り
の
量
に
還
す
る
こ
と
と

思
わ
れ
る
が
、
今
そ
の
一
部
を
列
撃
す
る
。
韓
国
口
重
園
「
唐
に
於
け
る

雨
税
法
以
前
の
箔
役
労
働
」
〈
『
東
洋
皐
報
』
一一
0
1図
、
二
一
|
一
、
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一
九
三
三
、
の
ち
同
『
秦
漢
惰
唐
史
の
研
究
』
上
巻
、
東
京
大
皐
出
版

合、

一
九
六
六
に
再
録
)
。
西
村
元
佑
「
唐
代
敦
煙
差
科
簿
の
研
究
|

|

大
谷
探
検
除
将
来
、
敦
燥
・
吐
魯
番
古
文
書
を
参
考
資
料
と
し
て
l
l
L

(
西
域
文
化
研
究
曾
編
『
敦
煙
・
吐
魯
番
祉
曾
経
済
資
料
』

下

〈
西
域

文
化
研
究
E
〉
京
都
法
磁
館
、

一
九
六
O
、
の
ち

「
唐
代
敦
僅
差
科
符

を
通
じ
て
み
た
唐
均
田
制
時
代
の
箔
役
制
度
」
と
改
題
し
て
、
西
村

『
中
園
経
済
史
研
究
|
|
均
田
制
度
篇
|
|
』
東
洋
史
研
究
舎
、
一
九

六
八
に
再
録
)

0

1

『
3
z
vop

ロ
・
。

・

zωo目。
H
N
O
自
由
同
E
o
p

rュ
町
民
F
O
ロ
ロ
ロ
L
O
円

同

r
o
吋
〆
ロ
問
~

叫J
。
s
h
hvg
〈。--
品∞
-
HJω
・

5
2・
吉
田
孝

「日
唐
律
令
に
お
け
る
雑
待
の
比
較
」

(
『
歴
史
皐
研

究』

一一
六
回
、

一
九
六
二
)
。
日
野
開
三
郎
『
唐
代
租
調
庸
の
研
究
』

〔

E
謀
総
篇
上
〕
(
私
家
版
、
一

九
七
五
三
武
藤
ふ
み
子
「
唐
代
敦
爆

の
農
回
水
利
規
定
に
つ
い
て
」
(『
駿
蓋
史
照
子
』
三
九
、
一
九
七
六
〉
。

佐
藤
武
敏
「
敦
煙
の
水
利
」

(
池
田
温
編
『
敦
爆
の
祉
曾
』
〈
講
座
敦

燈
3
〉
大
東
出
版
社
、
一
九
八

O
)
な
ど
。

(
5
〉
佐
藤
武
敏
「
敦
爆
愛
見
の
い
わ
ゆ
る
唐
水
部
式
残
容
に
つ
い
て
」

(
『
東
洋
研
究
』
大
東
文
化
大
祭
、
七
三
、
一
九
八
五
)
。

ハ
6
)

康
池
千
九
郎
訓
結
、
内
田
智
雄
補
訂
『
大
麿
六
典
』
(
康
池
皐
園
事

楽
部
、
一
九
七
一
ニ
〉
に
よ
る
。

(

7

)

王
態
麟
『
合
壁
本
玉
海
』
〈
中
文
出
版
社
、
一
九
七
七
)
第
三
加
。

(
8
〉
『
沓
唐
書
』
各
五

O
刑
法
士
山

(中
華
書
局
、
一
九
七
五
)
第
六
部
二

一一一
一八
頁
。
貞
翻
式
に
闘
す
る
記
事
の
よ
う
に
讃
み
う
る
が
、
寅
際
は

開
元
式
の
設
明
で
あ
る
。

(

9

)

浅
井
虎
夫
『
支
那
ニ
於
ケ
ル
法
典
編
纂
ノ
沿
革
』
(
京
都
法
皐
舎
、

一
九
一
一
、
再
版
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
七
)
一
九
一
頁
、
仁
井
田

陸
、
前
掲
「
研
究
」
一
三
二
二
頁
参
照。

(
叩
〉
内
田
智
雄
編
『
謬
注
績
中
園
歴
代
刑
法
士
山
』
(
創
文
社
、

一五

O
頁
お
よ
び
、
一
五
一
頁
の
注
⑨
参
照
。

(
日
)

『
新
唐
書
』
品
位
五
六
刑
法
志

ハ中
華
書
局
、
一
九
七
五
〉

第
五
加

一

四一

O
頁。

ハ
ロ
)
内
容
上
、
唐
諸
術
式
遺
文
と
思
わ
れ
る
二
、
三
の
例
を
掲
げ
る
。

「
唐
式
云
、
諸
府
術
士
、
人
別
弓
一
張
、
征
節
分
隻
」
(
『
築
注
倭
名
類

緊
抄
』
巻
五
)
、
「
唐
式
云
、
諸
府
衛
士
弦
袋
」

ハ
同
各
五
〉
、
「
唐
式

云
、
諸
府
衛
士
、
人
別
行
纏

一
具
」
(
同
巻
六
)
、
「
依
式
、
三
術
去
京

二
千
里
外
、
六
十
日
上
、
嶺
南
篤
季
上
」
(『
故
唐
律
疏
議
』
径
七
衛
禁

第
十
八
保
)
。
な
お
浅
井
虎
夫
氏
は
『
支
那
法
制
史
』
(
博
文
館
、
一
九

O
四
)
で
は
、
唐
式
の
篇
目
の

一
つ
を

「
諸
術
」
に
作
る
が
、
そ
の
後

ゐ

の
前
掲

『
支
那

ニ
於
ケ
ル
法
典
編
纂
ノ
沿
革
』
で
は

「
宿
衛
」
と
す

ヲ。。

(
日
)
王
鴻
『
麿
曾
要
』
単
位
一
一
一
九
(
世
界
書
局
、
一
九
七
四
)
に
は
「
至
垂

挟
元
年
三
月
二
十
六
日
、
制
改
格
式
、
加
計
帳
及
勾
帳
式
、
通
沓
式
成

二
十
省。
」

(
中
筋
七

O
二
頁
)
と
あ
る
。

(

H

)

仁
井
田
陸
、
前
掲
「
研
究
」
三
三
二
頁
、

滋
賀
秀
一ニ「
漢
唐
閲
の
法

典
に
つ
い
て
の
一
三
万
考
詮
」
(
『
東
方
拳
』
一
七
、

一
九
五
八
)

一
O

頁
、
内
田
智
雄
編
、
前
掲
『
謬
注
綴
中
園
歴
代
刑
法
志
』
一
五

O
頁、

二
五
九
頁
参
照
。

(
日
〉
狩
谷
核
問
澗
『
築
注
倭
名
類
緊
抄
』

(
曙
社
、
一
九
三

O
)
上
倒
四
二

一
頁。

(
日
山
〉
同
前
、
下
部
六

O
七
頁
。

ハ
ロ
)

滋
賀
秀
三
、
前
掲
「
漢
唐
関
の
法
典
に
つ
い
て
の
一
一
一
一
一
の
考
詮
」
三

一
九
七

O
〉

- 82ー
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九
頁
参
照
。
な
お
滋
賀
氏
は
、
資
料
上
確
貧
な
根
援
が
な
い
こ
と
を
透

明
し
て
、
武
徳
式
・
貞
観
式
の
存
在
を
否
定
さ
れ
た
。

(
叩
凶
〉
巌
密
に
言
え
ば
、
篇
回
数
は
、
巻
数
と
正
比
例
す
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
こ
れ
は
錐
測
で
あ
る
。
な
お
篇
自
の
推
定
に
あ
た
っ
て
は
、
唐

の
前
後
の
王
朝
や
日
本
の
式
の
篇
目
を
参
照
す
べ
き
で
あ
る
が
、
惰
式

の
篇
目
は
知
ら
れ
ず
、
日
本
の
一
一
一
代
式
や
宋
の
多
く
の
式
は
、
そ
れ
ぞ

れ
唐
式
と
は
異
な
る
原
則
を
と
る
よ
う
に
見
え
る
。
お
そ
ら
く
、
唐
式

の
模
倣
と
言
え
る
の
は
、
五
代
後
梁
関
卒
四
年
(
九
一

O
)
の
梁
式
二

O
怒
ま
で
で
、
北
宋
中
頃
ま
で
は
唐
式
の
影
響
が
及
ん
だ
と
考
え
ら
れ

よ
う
。

(
四
〉
仁
井
田
陸
、
前
掲
「
研
究
」
三
三
七
頁
以
下
。
ま
た
陶
希
雲
氏
は
、

前
掲
「
唐
代
管
理
水
流
的
法
令
」
の
中
で
、
若
干
異
な
る
分
類
を
行

久
ノ
。

(

m

山
)
各
紙
の
行
数
を
記
せ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
第
一
紙
(
前
閥
、
一

四
行
存
〉
、

第
二
J
第
五
紙
(
毎
紙
二
二
行
〉
、
第
六
紙
(
前
関
お
そ
ら

く
二
行
、
二

O
行
存
〉
、
第
七
紙
(
二
二
行
)
。
な
お

p
h
a
h
吋
42hh

〉
逆
頁
四

O
頁
の
録
文
で
、
第
一
紙
の
右
端
を
紙
縫
と
し
た
の
は
誤
り

に
つ
き
訂
正
す
る
。
本
稿
録
文
参
照
。

(
幻
)
た
だ
し
原
巻
を
見
て
も
、
官
印
や
紙
縫
上
の
署
名
は
見
い
出
せ
な

-しu・

(
勾
〉
前
掲
『
醤
唐
書
』

刑
法
志
、
第
六
朋
一
一
一
五

O
頁
参
照
。

(
お
)
顔
元
孫
『
干
蔽
字
書
』
(
官
版
、
一
八
一
七
〉
参
照
。
ま
た
関
連
研

究
と
し

て
大
友
信

一・

西
原

一
孝

『
「
唐
代
字
様
」
二
種
の
研
究
と
索

引
』
〈
機
楓
位
、
一
九
八
四
)
参
照
。

(

μ

)

唐
代
書
潟
の
併
典
は
毎
行
十
七
字
の
例
が
目
立
つ
。
敦
爆
本
の
中
で

は
五
世
紀
に
十
七
字
の
例
が
見
ら
れ
る
。
併
典
・
経
書
の
古
鈴
本
に
つ

い
て
は
、
文
化
臆
監
修

『重
要
文
化
財
』
一
九
、
一
一
一
(
毎
日
新
聞

社
、
一
九
七
六
、
一
九
七
七
〉
、
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
唐
紗
本
』
(
同

朋
合
、
一
九
八
一
)
な
ど
を
参
照
。

(
お
)
筆
者
は
、
法
典
の
書
式
と
そ
の
織
再
選
に

つ
い
て
前
ん
べ
か
ら
興
味
を
も

ち
調
べ
て
き
た
。
律
・
律
疏
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
法
制
史
皐
曾
に
お

い
て
私
見
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
拙
稿
「
西
域
夜
見
唐
律
断
簡
と

『
律
疏
』
の
室
固
定
形
式
に
つ
い
て
」
〔
報
告
要
旨
〕
(
『
法
制
史
研
究
』

二
八
、
一
九
七
九
〉
。

(
お
)
仁
井
田
陸
、
前
掲
「
研
究
」
三
二
三
頁
。
那
波
利
貞
、
前
掲
「
唐
代

の
農
田
水
利
に
関
す
る
規
定
に
就
き
て
」
付
三
四
頁
。
、
吋

3
g
v
o
p

J
J
M
O
F白
岡
田

gぺ
屯
・
門
戸
・
司
・

8
・
佐
藤
武
敏
、
前
掲
「
敦
煙需拡

見
唐
水
部
式
残
各
誇
注
」
で
は
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
全
三
十
四
段

に
分
け
、
前
掲
「
敦
燈
設
見
の
い
わ
ゆ
る
唐
水
部
式
残
各
に
つ
い
て
」

で
は
三
十
二
僚
と
す
る
。
池
田
温
・
岡
野
誠
「
敦
煙
・
吐
魯
番
笈
見
唐
代

法
制
文
献
」
(
『
法
制
史
研
究
』
二
七
、

一
九
七
八
)
二

O
一
頁
参
照。

(
幻
)
『
律
』
の
略
篤
本
の
中
に
は
、
候
文
文
頭
の
「
諸
」
字
を
す
べ
て
省

略
す
る
例
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
官
官
局
本
の
書
式
と
は
言
い
が
た
い

(
p
h
a
h
叫
4
2
F
W撞
輿
律
断
片
〉
。
『
令
』
の
場
合
候
文
に
よ
っ
て

は
、
立
法
時
か
ら
「
諸
」
字
を
鉄
く
も
の
が
あ
る

(
ド
品
。
』
叫
4
2
F

W
公
式
令
残
巻
)
。

(
お
〉
格
の
書
式
に
つ
い
て
は
、
、
H
，

d
i
z
r
p
u・
。
・
¥
メ

Z
2
0
0ロ
任
。

、H
，c
ロ
F
Z
E同
司
E
同
E
g
z
o四
円
宮
、
吋
〆
ロ
四
月
。
同
z-民
MOE
〈除。〉・
3

句"にな
H
S
。」「

HFGh叫円
F
S向。
¥
O
ミ
S
H
a
h
b
R叫
与
¥
コ
町
民
?
山

UHNhhrnh

u
o
N
-
呂田吋・

多
昭
…。
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(
m
U
)

仁
井
田
陸

・
牧
野
巽

「
故
唐
律
疏
議
製
作
年
代
考
」
(
『
東
方
祭
報
』

東
京
一
、
二
、
一
九
三
一

、
の
ち
律
令
研
究
舎
縞

『
誇
註
日
本
律
令』

一
〔首
巻
〕
東
京
堂
出
版
、

一
九
七
八
に
再
録
)
上

一
四
四
頁
。

(

m

叫
)
全
九
僚
が

『
宋
刑
統
』
の
中
の
ど
の
像
文
の
下
に
あ
る
か
を
注
記
す

る
。
戸
部
式
(
雑
豊
富
十
二
篠
)
、
纏
部
式
(
戸
婚
律
第
五
脇
陣
)
日
陣
取

部
式
(
雑
律
第
六
十
繰
)
、
刑
部
式
(
名
例
律
第
三
十
一
係
、

断
獄
律

第

一係、

第
五
僚
、
第
十
八
傑
)
、
主
客
式
(
戸
婚
律
第
十
三
僚
、
成

盗
律
第
十
九
燦
〉。

(
訂
)
な
お
日
本
の
三
代
式
は
、

「
凡
」

字
か
ら
始
ま
る
。

(
辺
)
以
下
に
お
い
て
「
頂
格
」
と
は
、
際
文
文
頭
が
、
そ
の
行
の
最
上
か

ら
書
き
起
こ
さ
れ
る
と
と
を
意
味
し
、
そ
れ
以
外
、
行
の
途
中
か
ら
書

か
れ
る
場
合
を
適
蛍
な
言
葉
が
な
い
ま
ま
に

「
中
段
」
と
記
す
。

(
お
)

ド
内向
札
叫

42hh
〉

で
は
「
北
太
倉
」
と
し
た
が
、
愛
宕
元
氏
の
論

文
「
唐
代
東
滑
橋
と
東
凋
橋
倉
」
(
『
人
文
』
京
都
大
血
午
、
三
二
、
一
九

八
六
〉

一
六
頁
以
下
に
よ
り
、
「
北
・

太
倉
」
と
讃
む
。

(

M

)

水
部
式
残
簡
中
の
諸
規
程
が
二
種
に
大
別
さ
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に

ト
ク
ィ
チ
ェ
ッ
ト
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
三
十
四
練

中
五
僚
が
通
則
的
規
定
で
一
般
的
な
政
策
を
敷
街
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
他
は
特
殊
地
方
的
諸
問
題
を
扱
っ
て
い
る
と
い
う
ぐ
斗

Z

F
品
目

gぺ
毛
・
丸
子
司
・

8
・
)
。
本
稿
は
書
式
論
の
角
度
か
ら
、
ト

ゥ
ィ
チ
ェ

ッ
ト
氏
の
右
の
考
え
を
押
し
進
め
た
も
の
で
あ
る
。

(
お
)
式
の
役
割
と
制
定
の
手
順
を
考
え
る
時
、
呂
田
符
」
と
式
の
書
式
に

類
似
性
が
あ
る
こ
と
に
気
附
く
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究

課
題
と
す
る
。
大
津
透

「
唐
律
令
園
家
の
橡
算
に
つ
い
て

l|
儀
鳳
一一一

年
度
支
奏
抄
・
四
年
金
部
旨
符
試
緯
1
1
l」
(『
史
皐
雑
誌
』
九
五
|
一

二
、
一
九
八
六
〉
参
照
。

(
お
)
羅
振
玉

「
水
部
式
政
」

(
前
掲
『
鳴
沙
石
室
侠
室田』

影
印
本
)
。

(
初
出
)
仁
井
田
陸

・
牧
野
巽
、

前
掲

「
故
唐
律
疏
議
製
作
年
代
考
」
下
一
五

八
頁
以
下
。

(
犯
)
仁
井
田

「
敦
埋
設
見
唐
水
部
式
の
研
究
」

〔
報
告
要
旨
〕
(
『史
筆
雑

誌
』
四
五
|
七
、

一
九
三
四
)
八
九
頁
。

(
鈎
〉
仁
井
田
「
敦
埋
設
見
唐
水
部
式
の
研
究
」
(
『
服
部
先
生
古
稀
祝
賀
記

念
論
文
集
』
富
山
房、

一
九
一-一
六〉。

(
川
叫
〉
布
目
潮
楓

・
大
野
仁

「
盾
関
元
末
府
州
豚
闘
作
製
の
試
み
|
|
敦
煙

所
出
天
賓
初
年
書
篤
地
志
残
巻
を
中
心
に
1
1
附
唐
(
開
元
末
〉
府

州
腕
園
」
(
布
目
編
『
唐
・
宋
時
代
の
行
政

・
経
済
地
圏
の
作
製

研

究
成
果
報
告
書』

一
九
八
一
)
六

一
頁
注
(
幻
)
。

(

H

U

)

布
目
・
大
野
、
同
前
、
六
四
頁
(
補
註
3
)
。

(
必
)
仁
井
田
陸
、
前
掲
「
研
究
」
一
三
二
六
頁
以
下
。

(
円
削
)
前
掲
『
沓
麿
書
』
巻
三
九
地
理
志
、
第
五
加
一
五
一
四
頁
以
下
、
注

は
一
五
六
三
頁
以
下
。

(
必
)
前
掲
『
新
麿
書
』
径
三
九
地
理
士
山
、
第
四
倒
一

O
一
一
一
頁
。

(
M
W

〉
築
史
『
太
卒
蜜
字
記
』
巻
六
六
(
文
海
出
版
社
、
一
九
六
一
ニ
)
第
一

加
五
一
一
一
員
。

〈
必
)
社
佑
『
通
典
』
各
一
七
八
(
『
北
宋
版
通
典
』
汲
古
書
院、

一
九
八

一
〉
第
七
巻
六

二一一
頁。

(
幻
)
王
湾
、
前
掲
『
唐
曾
要
』
巻
七
一
、
下
一
一
二
ハ
一

頁。

(川崎)

寸
d
2
z
r
S
F
ロ・。・・
2

、吋
r何
回
り
『
曲
四

E
Oロ
7
3

。、-R
H・・同
y
m
C

D
・

S
・

佐
藤
武
敏
、
前
掲
「
敦
爆
裂
見
唐
水
部
式
残
径
諜
注
」
五
四
頁

註
〈
泌
)
、
問
、
前
掲
「
敦
埋
設
見
の
い
わ
ゆ
る
唐
水
部
式
残
巻
に
つ
い

- 84-
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て
」
二
六
頁
注

(M5参
照
。

(
川
叩
〉
司
馬
光
『
資
治
通
鑑
』
倉
一
二
五
夫
貸
元
年
篠
胡
三
省
注
(
中
華
室田

局
、
一
九
七
二
第
三
朋
六
八
四
九
頁
。

(
印
)
顧
租
局
『
讃
史
方
輿
紀
要
』
巻

一
一
一
一
(
楽
天
出
版
社
、
一
九
七
三
〉

第
一
朗
五
七
六
頁
。

(
日
)
布
目
・
大
野
設
を
、

B
設
に
分
類
し
た
が
、
厳
密
に
言
え
ば
、
矛
盾

が
あ
る
。
B
設
の
爾
資
料
と
も
に
、
開
元
十
三
年
に
鄭
州
か
ら
漠
州
へ

の
改
名
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
比
較
的
早
い
段
階
で
莫
州
に
努
更
さ
れ
た

と
讃
み
う
る
が
、
布
目
・
大
野
設
は
莫
州
の
期
聞
に
言
及
す
る
こ
と
な

く
開
元
末
年
に
い
た
っ
て
も
、
漠
州
で
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
漠
州

の
下
限
を
天
賓
四
載
頃
と
す
る
こ
と
も
納
得
し
が
た
い
。
そ
の
論
嬢
で

あ
る
「
大
唐
故
人
諸
葛
府
君
夫
人
韓
氏
墓
誌
」
(
端
方
「
匂
費
減
石

(
哲
)

記
』
巻
二
四
)
を
見
る
と
、
墓
主
の
故
夫
で
あ
る
諸
首
相
明
怒
の
租
君
向

が
か
つ
て
漠
州
長
史
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
墓
主
の
死

亡
時
(
天
賓
四
載
)
の
表
記
と
の
み
考
え
る
必
要
は
な
い
。
ま
し
て
、

天
賓
元
年
二
月
に
、
莫
州
(
あ
る
い
は
漠
州
)
は
文
安
郡
と
改
稽
さ
れ

た
の
で
あ
る
か
ら
、
天
賓
四
裁
に
漠
州
と
稽
す
る
こ
と
は
な
い
。

(
臼
〉
凶
今
仲
勉

『
遁
鑑
陪
唐
紀
比
事
質
疑
』

(
中
華
書
局
、
一
九
七
七
)
一
一

二一

頁。

(
臼
)
等
、
同
前
、
一
八
三
頁
に
よ
れ
ば
、
五
月
二
十
四
日
(
辛
丑
〉
の
誤

り
と
す
る
。

(
臼
)
司
馬
光
、
前
掲

『
資
治
逼
鑑
』
、
イ
第
三
郎
六
七
七
二
頁
、
ロ

第
三
筋
六
七
九
九
頁
、
ハ
第
三
印
刷
六
八
四
九
頁
。

(
臼
)
賓
は

C
設
に
接
っ
た
場
合
に
の
み
、
開
元
末
年
に
漠
州
と
稽
し
た
こ

と
と
な
り
、
布
目
・
大
野
爾
氏
の
本
来
の
意
画
に
合
致
す
る
。

(
日
山
〉
明
の
張
自
烈
の
『
正
字
通
』
(
酉
集
下
、
郊
字
傑
〉
に
接
れ
ば
、
文

字
を
改
め
た
の
は
集
賢
皐
士
衛
包
と
い
う
。
た
だ
し
そ
の
設
の
根
録
は

明
ら
か
で
な
い
。

(閉山)

「山
頂
石
浮
箇
後
記
」
の
奥
書
に

「開
一冗
廿
八
年
庚
辰
裁
朱
明
八

日
、
前
莫
州
吏
部
常
選
王
守
泰
記
山
頂
石
浮
屠
後
。
」
と
あ
る
。
中
園
併

数
協
禽
編
『
房
山
雲
居
寺
石
経
』
(
文
物
出
版
社
、

一
九
七
八
)
四
、

一
五
、
二
ハ頁。

〈
回
)
宋
版
『
唐
六
典
』
径
三
向
書
戸
部
で
は
、
「
莫
ハ
州
)
」
の
表
記
が
二

例
(
本
文
と
注
〉
見
ら
れ
る
。
開
元
十
三
年
の
改
名
の
詔
教
に
従
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
後
代
の
地
理
書
の
一
例
と
し
て
『
大
清
一

統
士
山
』
巻
二
二
を
見
る
と
、
こ
れ
は
前
掲

A
設
を
踏
襲
し
て
い
る
。

ハ
印
〉
仁
井
田
、
前
掲
「
研
究
」
三
三
六
頁
、
斗

3
R
Z
F
U
-
P
-
E叶
宮

司
円
高
自

g
f
w・
4
・R
H
J

司・

8
・
佐
藤
武
敏
、
前
掲
「
敦
爆
設
見
唐
水

部
式
残
巻
誇
註
」
五

O
頁
、
向
、
前
掲
「
敦
煙
設
見
の
い
わ
ゆ
る
唐
水

部
式
残
巻
に
つ
い
て
」
八
頁
参
照
。
さ
ら
に
前
掲
『
新
唐
書
』
巻
四
八

百
官
志
、
第
四
崩
一
二
七
七
都
水
監
河
渠
署
僚
で
も
「
日
供
向
食
及
給

中
書

・
門
下
」
、
と
讃
み
、
中
書
・
門
下
二
省
の
意
に
と
る
。

(印〉

清
木
場
東

「唐
律
令
制
時
代
の
常
食
料
制
に
つ
い
て

』
(
唐
代
史
研

究
舎
編
『
律
令
制
|
|
中
園
朝
鮮
の
法
と
閣
家
|

|
』
汲
古
書
院
、

一

九
八
六
)
=
二
八
頁
。

(
臼
)
清
木
場
、
同
前
、
三

O
九
頁
以
下
参
照
。

〈
位
)
池
田
温
「
律
令
官
制
の
形
成
」
(
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
五
〔
古
代

五
〕
岩
波
書
庖
、
一
九
七

O
)
一一
二
三
頁
以
下
、
周
道
済
『
漢
麿
宰
相

制
度
』
(
大
化
書
局
、
一
九
七
八
)
=
=
二
頁
以
下
参
照
。

(
臼
)
佐
藤
氏
、
布
目

・
大
野
雨
氏
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
に
つ
き
、
そ
の
一

F
D
 

O
O
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部
分
を
否
定
し
た
の
で
あ
っ
て
全
鰻
を
否
定
し
た
の
で
は
な
い
。
佐
藤

氏
の
問
題
提
起
は
誠
に
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
誇
注
も
今
後
の
内

容
研
究
に
有
用
で
あ
る
。
ま
た
布
目
・
大
野
雨
氏
の
論
文
に
つ
い
て

は
、
そ
の
注
と
補
注
と
に
つ
い
て
異
見
を
述
べ
た
の
で
あ
っ
て
、
雨
氏

の
論
文
全
慢
の
趣
旨
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
が
な
い
。
誤
解
な
き
ょ
う
注

附

水
部
式
残
簡
録
文

記
す
る
。

(
臼
)
紙
幅
を
盤
縮
す
る
た
め
、
第
三
簡
の
あ
と
の

「
四
水
部
式
紙
背
の

利
用
」
を
全
文
削
除
し
、
こ
こ
で
は
そ
の
結
論
の
み
を
記
し
た
。
こ
の
部

分
の
草
稿
は
、
増
補
し
て
「
唐
水
部
式
紙
背
の
陀
羅
尼
に
つ
い
て
」
(
『
明

治
大
拳
杜
曾
科
皐
研
究
所
紀
要
』

一
一
六
|
一
一
)
と
し
て
渡
表
の
橡
定
。

本
録
文
は

』い
ぬh
Q
N

叫

42
ご
〉
所
牧
録
文
(
池
田
温
氏
原
作
)
を
も
と
に
、
そ
の
誤
植
を
正
し
、
甲
・
乙
雨
種
規
定
の
匡
分
を
示
す
符
践
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
。
若
干
の
句
讃
貼
に
つ
い
て
は
、
玉
、氷輿
氏
ら
か
ら
改
善
意
見
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
内
容
理
解
と
も
深
く
か
か
わ
る
の
で
、
別
稿

で
取
り
扱
う
こ
と
と
し
、
本
稿
で
は
一
切
改
め
て
い
な
い
。

(前

闘
'-" 

1
@
哩
晴
伯
晦
及
諸
大
渠
、
用
水
瓶
濯
之
慮
、
皆
安
斗
門
。
並

須
累
石
及
安
木
傍
壁
、
仰
使
牢
園
、
不
得
嘗
渠
造
堰
。

③
諸
揮
権
大
渠
、
有
水
下
地
高
者
、
不
得
雷
鳥
説
。
聴

於
上
流
勢
高
之
慮
、
震
斗
門
引
取
。
其
斗
門
、
皆
須
州
鯨
官

司
検
行
安
置
、
不
得
私
造
。
其
傍
支
渠
有
地
高
水
下
、
須
臨

時
監
堰
概
濯
者
聴
之
。
町
凡
湊
田
、
皆
仰
預
知
噴
畝
、
依
次

5 

- 86ー

(
切
断
)
第
一
紙毎
篠
首
、
今
加

O
。

「
甲
種
規
定

③
J
⑮・

S

F

乙
種
規
定

@
J②



取
用
、
水
遁
即
令
閉
塞
、
務
使
均
普
、
不
得
偏
併
。

⑧
諸
渠
長
及
斗
門
長
、
至
瀧
田
之
時
、
専
知
節
水
多
少
。
其
州

鯨
毎
年
各
差
一
官
検
校
。
長
官
及
都
水
官
司
、
時
加
巡
察
。

10 

若
用
水
得
所
、
田
晴
豊
殖
、
及
用
水
不
卒
、
弁
虚
奔
水
利

者
、
年
移
録
魚
功
過
附
考
。

@
京
兆
府
晴
膿
慨
界
清
・
白
二
渠
交
口
、
着
斗
門
堰
清
水
。
恒

(
盤
)

准
水
魚
五
分
、
三
分
入
中
白
渠
、
二
分
入
清
渠
。
若
水
南
過
多
、

即
興
上
下
用
水
慮
相
知
、
開
放
還
入
清
水
。
二
月
一
日
以

『唐
六
典
』
〈
巻
一
一
一
一
一
)
「
毎
渠
及
斗
門
、
置
長
各
一

人
。
(
注
略
〉
至
獄
図
時
、
乃
令
節
其
水
之
多
少
、

均
其
港
紙
走
。
毎
歳
府
師
腕
、
差
官
一
人
、
以
督
察

之
。
裁
終
銭
其
功
、
以
震
考
課
。
」

-
(
紙
縫
)

『
自
民
六
帖
事
類
集
』
(
各
二
三
水
田
保
〉
「
水
部

品
、
原
凶
附
清
陵
界
晴

・
伯
二
一渠交
口
、
置
斗
門
堰

清
水
。
恒
准
篤
五
分
、
三
分
入
中
白
渠
、
二
分
入
清

il
l
-

(過
)

I

l

-

-

渠
。
若
雨
水
透
多
、
即
上
下
用
水
庭
相
開
放
還
入
清

水
。
三
月
一
日
巴
前
八
月
二
十
日
己
後
任
開
放
之
。
」

- 87ー

15 

前
、
八
月
対
日
以
後、

亦
任
開
放
。
の
浬
・
滑
ニ
水
大
白
渠
、
毎
年

京
兆
少
安
一
人
検
校
。
其
二
水
口
大
斗
門
、
至
境
田
之
時
、

須

有
開
下
、
放
水
多
少
、
委
嘗
界
儒
官
、
共
専
嘗
官
司
相

第
二
紙

知
、
量
事
開
閉
。

@
峰
山
山
浦
同
陣
・
仲
出
陳
・
庸
陣
水
口
初
分
、
欲
入
仲
柏
鷹
・
岡
崎

却
渠
慮
、
各
着
斗
門
堰
。
南
白
渠
水
一
尺
以
上
二
尺
以
下
、

(
量
}

入
中
白
渠
及
偶
南
渠
。
若
水
雨
過
多
、
放
還
本
渠
。
其
南
・

北
白
渠
、
雨
水
汎
漉
、
奮
有
洩
水
慮
、
令
水
次
州
豚
相
知
検

校
疏
決
、
勿
使
損
田
。
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@
龍
首
・
涯
堰
・
五
門
・
六
門
・
昇
原
等
堰
、
令
随
近
鯨
官
専
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25 

知
検
校
、
初
堰
別
、
各
於
州
鯨
差
中
男
廿
人
・
匠
十
二
人
、
分

番
看
守
、
開
関
節
水
。
所
有
損
壊
、
随
即
修
理
。
如
破
多

人
少
、
任
豚
申
州
、
差
夫
相
助
。

30 

G
藍
田
新
開
渠
、
毎
斗
門
置
長
一
人
。
有
水
槽
虚
置
二
人
。

恒
令
巡
行
。
若
渠
堰
破
媛
、
即
用
随
近
人
修
理
。
公
私
材

木
、
並
聴
運
下
。
百
姓
須
瓶
田
慮
、
令
造
斗
門
節
用
、
勿

令
贋
運
。
其
藍
回
以
東
、
先
有
水
醒
者
、
仰
喧
主
作
節

水
斗
門
、
使
通
水
過
。

(
壁
)

①
合
壁
宮
奮
渠
、
深
昆
量
置
斗
門
、
節
水
使
得
卒
獄
、

聴
百
姓
以
次
取
用
。
何
量
置
渠
長
・
斗
門
長
検
校
。
若

瓶
濯
周
遍
、
令
依
蓄
流
、
不
得
因
該
奔
水
。

。。

35 
⑦
河
西
諸
州
用
水
瓶
田
、
其
州
鯨
府
銀
官
人
公
騨
田
及
職

紙
縫

第

紙

目
、
計
管
頃
敵
、
共
百
姓
均
出
人
功
、
同
修
渠
堰
。
若
田
多
水

少
、
亦
准
百
姓
量
減
少
管
。

①
揚
州
揚
子
津
斗
門
二
所
、
宜
於
所
管
三
府
兵
及
軽
疾
内
、

羽
量
差
分
番
守
首
、
障
須
開
問
。
若
有
監
壊
、
使
令
雨
慮

併
功
修
理
。
@
従
中
橋
以
下
洛
水
内
及
城
外
在
側
、
不
得
造

(
捺
)

浮
腫
及
探
堰
。



@
悔
は
仲
隔
・
灰
惇
晴
等
、
毎
令
橋
南
北
捉
街
衛
士
漉
掃
。

所
有
穿
穴
、
障
即
陪
填
。
何
令
巡
街
郎
防
耐
等
検
校
、
勿

使
非
理
破
損
。
若
水
灘
、
令
鯨
家
検
校
。

45 
。
諸
水
碩
置
、
若
擁
水
質
泥
塞
渠
、
不
自
疎
導
致
令
水

溢
渠
壊
、
於
公
私
有
妨
者
、
礎
撞
即
令
段
破
。

(
滋
)

③
阿
川
開
阿
国
慨
峰
除
、
正
月
一
日
以
後
七
月
品
川
日
以
前
、
聴
百
姓

用
水
。
何
令
分
水
入
遁
霊
限
。

印
@
諸
州
運
船
、
向
地
・
比
槍
、
従
仔
腕
内
過
者
、
若
経
宿
、
船
別

留
一
商
人
看
守
、
徐
並
闇
出
。

。
砂
州
用
水
湯
田
、
令
牒
官
検
校
。
何
置
前
官
四
人
、
三
月
以

後
九
月
以
前
行
水
時
、
前
官
各
借
官
馬
一
疋
。

。。

@
曾
寧
開
有
船
伍
拾
隻
。
宜
令
所
管
、
差
強
了
官
検
校

日
着
兵
防
守
、
勿
令
北
岸
停
泊
。
自
徐
縁
河
堪
渡
慮
、
亦

委
所
在
州
軍
、
巌
加
捉
場
。

@
噛
・
噸
・
唄
・
嘆
・
置
・
探
・
晦
・
咽
・
暁
・
晦
等
十
州
、
共
差
水
手
五
千

四
百
人
。
三
千
四
百
人
海
運
、
二
千
人
卒
河
。
宜
二
年
興
替
、
不
煩

r、
紙
縫
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60 

更
給
動
賜
、
仰
折
兎
時
間
役
年
及
正
役
年
課
役
。
乗
准

屯
丁
例
、
毎
夫
一
年
各
帖
一
丁
。
其
丁
取
菟
雑
徳
人
家
道

第
四
紙
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楠
肢
有
者
、
人
出
二
千
五
百
文
資
助
。

⑨
勝
州
時
運
水
手

一
百
廿
人
。
均
出
育
・
緯
雨
州
、
取
動
官
充
。

不
足
乗
取
白
丁
。
並
二
年
興
替
。
其
動
官
毎
年
賜
勲
一

時
、
賜
絹
三
疋
、
布
三
端
、
以
嘗
州
雁
入
京
銀
物
充
。
其
白

丁
充
者
、
鹿
兎
課
役
及
資
助
、
並
准
海
運
水
手
例
。
不
願

代
者
聴
之
。

65 70 
@
阿
暢
晴
置
水
手
二
百
五
十
人
。
阪
川
川
伏
暢
晴
置
水
手
二

百
人
。
伺
各
置
竹
木
匠
十
人
、
在
水
手
数
内
。
其
河
陽
橋
水

手
、
於
河
陽
牒
取
一
百
人
。
徐
出
河
清
・
済
源
・
僅
師
・
氾
水
・

輩
・
温
等
照
。
其
大
陽
橋
水
手
出
首
州
。
並
於
八
等
以
下

戸
、
取
白
丁
灼
然
解
水
者
。
分
震
四
番
、
並
菟
課
役
、
不
在
征

防
・
雑
抽
使
役
及
簡
鈷
之
限
。
一
補
以
後
、
非
身
死
蓮
憂
、

不
得
轍
替
。
如
不
存
検
校
、
致
有
損
壊
、
所
由
官
興
下

考
。
水
手
決
品
川

0
0安
東
都
里
鎖
防
人
組
、
令
莱
州
召
取

嘗
州
経
渡
海
得
動
人
、
詰
知
風
水
者
。
置
海
師
武
人
・
抱

師
摩
人
、
隷
蓬
莱
錦
、
令
候
風
調
海
長
、
併
運
鎮
娘
。

同
京
上
動
官
例
、
年
満
聴
選
。

- 90一

『
唐
六
典
』
(
巻
七
注
)
「河
陽
橋
、
置
水
手
二
百
五

十
人
、
大
陽
橋
水
手
二
百
人
、
の
各
置
木
匠
十
人
。
」

75 
。
桂

・
贋
二
府
鐸
鏡
、
及
晴
晴
諸
州
庸
調
弁
和
市
折
租

語
、
遁
主
防
阿
誌
、
A
市
伊
差
綱
部
領
選
部
。
躍
須
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80 

運
脚
、
於
所
、
造
物
内
取
充
。

紙
縫

85 
⑤
諸
翫
濯
小
渠
上
、
先
有
碩
喧
、
其
水
以
下
町
奔
者
、
毎
年

八
月
分
日
以
後
正
月
一
日
以
前
、
聴
動
用
。
自
儀
之
月
、
仰
所

管
官
司
、
於
用
喧
斗
門
下
着
鎌
封
印
、
何
去
却
喧
石
。

先
輩
百
姓
概
濯
。
若
天
雨
水
足
不
須
湯
田
、
任
聴
動
用
。

其
傍
渠
疑
有
像
水
之
置
、
亦
准
此
断
塞
。

第
五
紙

90 
@
都
水
監
匡
陣
、
各
配
守
橋
丁
品
川
人
。
於
白
丁
・
中
男
内
、
取
灼
然

便
水
者
充
、
分
篤
四
番
上
下
、
の
不
在
簡
黙
及
雑
信
之
限
。

五
月
一
日
以
後
九
月
半
以
前
、
不
得
去
家
十
里
。
毎
水
大
様
、

卸
迫
赴
橋
。
如
能
接
得
公
私
材
木
椴
等
、
依
冷
全
国
。

巴
陣
何
各
配
木
匠
八
人
、
四
番
上
下
。
若
破
壊
多
、
首
橋
丁
匠

不
足
、
巳
精
通
役
。
如
叉
不
足
、
仰
本
鯨
長
官
、
量
差
役
、
事

了
日
停
。
@
都
水
監
漁
師
二
百
五
十
人
。
其
中
長
上
十
人
、
随

駕
同
・
陣
。
短
番
一
百
廿
人
、
出
鴎
州
。
明
責
一
百
廿
人
、
出
一閣一

(
分
レ
鴛
)

洲
-
各
震
分
四
番
上
下
、
毎
番
選
対
人
、
並
取
白
丁
及
雑
色

人
五
等
己
下
戸
充
。
並
簡
善
採
捕
者
魚
之
、
菟
其
謀
役

『
唐
六
典
』
(
巻
一
一
一
一
一
〉
「
毎
日
供
向
食
魚
、
及
中
書

門
下
官
態
給
者
、
若
大
祭
租
則
供
其
乾
魚
・
魚
随
、

以
充
簿
豆
之
賞
。
凡
諸
司
謄
給
魚
及
冬
綴
者
、
毎
歳

支
銭
二
十
薦
、
迭
都
水
、
命
河
渠
、
以
時
債
市
供

之。」
雑
令
一
一
(
『
唐
令
拾
遺
』
八
四
九
頁
〉

- 91ー

95 

及
雑
得
。
本
司
雑
戸
・
官
戸
、
並
令
教
習
。
年
瀬
廿
、
補
替

漁
師
。
其
膳
上
人
、
限
毎
月
品
川
目
、
文
牒
弁
身
到
所
由
。
其
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向
食
・
典
膳
・
洞
祭
・
中
書
門
下
所
須
魚
、
並
都
水
採
一園
。

。。i 
諸
陵
、
各
所
管
鯨
供
。
鈴
鹿
給
魚
虚
、
及
多
蔵
、
度
支

毎
年
支
銭
二
百
貫
、
迭
都
水
監
、
量
依
時
債
給
直
。
何

随
季
具
破
除
見
在
、
申
比
部
勾
覆
。
年
移
具
録
、
申
所

司
計
曾
。
如
有
廻
残
、
入
来
年
支
散
。

r、
紙
縫
Lノ

⑤ 

f、、
中

闘

第
六
紙

5
 
0
 
1
 
雇
非
丁
木
限
内
、
亦
聴
粂
運
。
即
難
在
運
木
限
内
、
主
酌
一

此
行
、
左
牢
見
存
。

巳
了
、
及
水
大
有
絵
、
甑
濯
須
水
、
亦
聴
粂
用
。

- 92ー

@ 
散 l京
官 |兆
|府
季 l溺
別 !橋

人 i河
、l南
折 |府
番 i永
検 !済
校 |橋

何差
取鷹
首上
牒動
残官
疾弁
及兵
中部
男

@ 

諸分
州番
貯守
官嘗
船
之|瀬
鹿|橋
、番

須別
魚五
膏人
供
用 |永
者 |済
、|橋
量番
須別
l多|二
図ノヒ

役
嘗
庭
防
人
採
取
。
無
防
人
之
慮
、
遁
役
雑
職
。

。
直
峨
内
溝
渠
、
擁
塞
停
水
之
慮
、
及
道
損
壊
、
皆
令

嘗
慮
諸
司
修
理
。
其
橋
勝
作
修
造
。
十
字
街
側
令
嘗

5
 
1
 
1
 

鋪
衛
士
修
理
。
其
贋
腕
内
及
羅
郭
縮
、
各
依
地
分
、
嘗
坊

修
理
。
@
-
躍
精
毎
年
所
管
索
、
令
喧
晴
供
三
州
一昨
間一

『
唐
六
典
』
(
巻
七
注
〉
「
河
梁
(
慨
蜘
)
橋
所
須
竹
索
、



匠
預
造
。
喧
・
供
州
各
大
索
廿
僚
。
清
洲
小
索
一
千
二
百
像
。

脚
以
官
物
充
、
伺
差
綱
部
迭
、
量
程
護
遣
、
使
及
期

120 

限
。
伏
陽
・
晴
陣
晴
竹
索
、
毎
三
年
一
度
、
令
司
竹
監
給
竹
、

役
津
家
水
手
造
充
。
其
奮
索
、
毎
委
所
由
検
覆
、
如

制
問
量
牢
好
、
即
且
用
、
不
得
浪
有
致
換
。
其
供
一
晴
一
雑

匠
料
、
須
多
少
、
預
申
所
司
量
配
。
先
取
近
橋
人
充
。
若

無
巧
手
、
聴
以
次
差
配
、
依
番
追
上
。
若
須
併
使
、
亦
任

津
司
輿
管
匠
州
相
知
、
量
事
折
番
、
随
須
這
役
。
如
嘗

年
無
役
、
准
式
徴
課
。
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山
@
諸
浮
橋
脚
船
、
皆
預
備
牢
副
。
自
儀
調
度
、
預
備

一
副
、
随
闘
代
換
。

阿
陽
晴
船
、
於
庸
一
・
唾

τ州
、
役
丁
匠
造

迭
。
伏
陽
・
晴
惇
晴
船
、
於
閣
・
百
・
幌
・
時
・
曙
等
州
、
折
丁

採
木
浮
迭
。
橋
所
役
匠
造
供
。
若
橋
所
見
匠
不
充
、
亦

申
所
司
量
配
。
自
徐
供
橋
調
度
弁
雑
物
、
一
事
岡
一
回
一、

仰
以
嘗
橋
所
換
不
任
用
物
、
廻
易
便
充
。
若
用
不
足
、
郎

預
申
省
、
興
橋
側
州
勝
相
知
、
量
以
官
物
充
。
毎
年
出

入
破
用
、
録
申
所
司
勾
嘗
。
其
有
側
近
可
採
造
者
、
役

水
手
・
鎮
兵
・
雑
匠
等
、
造
貯
、
障
須
給
用
。
必
使
預
信
用
支

0
 
3
 
1
 

令
室
・
常
・
洪
三
州
、
役
工
匠
預
支
造
。
宣
・
洪
二

州
、
各
大
索
二
十
僚
、
常
州
小
索
一
千
二
百
僚
。
大

陽
・
暗
躍
竹
索
、
毎
年
令
司
竹
監
給
竹
、
令
津
家
水

手
自
造
。
其
供
橋
雑
匠
、
料
須
多
少
、
預
申
所
司
。

其
匠
先
配
近
橋
人
充
。
」

-
(
紙
縫
〉

- 93-

第
七
紙

『
唐
六
典
』
(
巻
七
注
〉
「
浮
橋
脚
船
、
皆
預
備
宇

副
、
自
徐
調
度
、
預
備
一
副
。
河
陽
橋
船
、
於
湾
・

供
二
州
造
途
。
伏
腸

・
摘
惇
晴
、
於
掛
・
目

・隈・

暗
・
憾
等
州
、
抹
(
眠
世
間
、
)
木
迭
橋
所
造
。
」
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擬
、
不
得
臨
時
闘
事
。

出
⑮
諸
置
浮
橋
慮
、
毎
年
十
月
以
後
、
凌
牡
開
解
合
口
口

抽
正
解
合
、
所
須
人
夫
、
採
運
検
係
、
造
石
寵
及
桓
索
等

雑
使
者
、
皆
先
役
嘗
津
水
手
、
及
所
配
兵
。
若
不
足
、
一
垂

以
鎮
兵
及
橋
側
州
鯨
人
夫
充
。
剖
橋
在
雨
州
南
一隅
一四

者
、
亦
於
雨
州
南
服
、
准
戸
均
差
。
の
興
津
司
相
知
、

-E

川
須
多
少
、
使
得
済
事
。
役
各
不
得
過
十
日
。

「
幅
岨
田
市
川
u
d

の
晴
時
晴
水
匠
一
十
五
人
。
庫
川
伏
匹
・
耐
時
四
石
険
難
口
一圏
、

給
水
匠
十
五
人
。
並
於
本
州
、
取
白
丁
便
水
及
解
木
一附一一骨
一

充
、
分
震
四
番
上
下
、
兎
其
課
役
。

5
 
4
 
1
 @
孝
義
橋
所
須
竹
輩
、
配
宣
・
鏡
等
州
造
迭
。
麿
口
口

塞
繋
輩
、
船
別
給
水
手
一
人
、
分
爵
四
番
。
其
一
明
一一
附
宜
一畑
一一川
一

6
 
4
 
1
 
革
、
取
河
陽
橋
故
退
者
充
。

後

闘
¥ーノ

附
記
一
、
フ
ラ
ン
ス
園
立
図
書
館
で
の

p.
二
五
O
七
原
程
調
査
に
嘗
つ
て
は
、

呉
其
豆
博
士
(
ロ
ア
巧
ロ
の
E
-吉
〉
と
同
館
東
洋
潟
本
部
の
コ

l
エ
ン

女
史
(
玄
品
目
・

ζ
8
5
5
の
o
r
g
)
と
か
ら
理
解
あ
る
ご
援
助
を
得
た
。

『
唐
六
典
』
(
各
七
注
)
「蒲
津
橋
一

十
五
人
」

『
麿
六
典
』
(
各
七
注
)
「
孝
義
橋
所
須
竹
索
、
取
河

陽
橋
退
者
以
充
。
」

- 94ー

川
下
端
歓
字
依
羅
践
、
今
不
存
。

-
(
紙
縫
)

記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
。

二
、
本
稿
は
、
中
圏
域
外
漢
籍
園
際
皐
術
禽
議

(
一
九
八
六
年
九
月
二
七
J

二
九
日
、
明
治
大
聞
き
で
の
報
告
「
敦
埋
設
見
唐
水
部
式
残
巻
の
書
式
に



つ
い
て
」
に
若
干
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

三
、
本
稿
浄
書
中
に
、
王
、氷
輿
氏
の
「
敦
爆
寓
本
唐
関
元
水
部
式
校
四
押
」

(
北
京
大
闘
争
中
古
史
研
究
中
心
編
『
敦
燈
吐
魯
番
文
献
研
究
論
集』

第一一一

輯
、
北
京
大
拳
出
版
社
、
一
九
八
六
)
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
新

325 

の
研
究
成
果
と
し
て
ど
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
王
氏
の
論
稿
に
つ
い
て
は

別
稿
に
お
い
て
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。

p
b
 
nww 



Han in relation to the structure of the aristocratic class whose power

was expanding at that time｡

　　

In short, the conclusion is that the group of people who can be called

“literati”(shidaifu士大夫），i. ｅ. those who had ａ Confucian education

and who came mainly from the aristocratic class, came into ｅχistence

centered on the counties (jun郡) developing first in the more advanced

areas at the beginning of the Later Han and later in the less developed

areas by the end of the Han. It is clear that this stratum of literati･ari-

stocrats became the constituents of the local opinion that determined the

character evaluation which was the criterion for selection. Moreover, this

promoted the formation of a division within the aristocratic class between

those who were “literati”and those who were ｎｏt｡

　　

From this, one can more clearly ｅχplain the dispute between the

“Pure Faction” （９加が＆清流) and the “Muddy Faction” （ｚhiLoliｕ濁流）

that appeared in the Proscribed Party Incident （£）のｉｇｇｕ　ｓ明知ｌ策鋼事

件）ａt the end of the Later Han. That is, one can understand the

political antagonism of the literati o伍cials versus the eunuchs and the

non-literati local aristocrats who relied on the eunuchs.

CONCERNING THE STYLE OF WRITING OF THE TANG

　　　　　

ORDINANCES OF THE DEPARTMENT OF

　　　　　　

WATERWAYS FOUND AT DUNHUANG

Okano Makoto

　　

Among the documents in the Bibliotheque Nationale in Paris that

Pelliotbrought back from Dunhuang, there is one, P. 2507, thatis famous

as a fragment ofａ book of ordinances of the Department of Waterways

from the 25th year of Kaiyuan in the Tang dynasty (A. D. 737).　Much

work has been published　on this document by scholars all　over　the

world.

　　

However, in recent years, doubts and criticisms of the popular view

of this document have been　raised from　two directions.　The　first

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－2－



concerns whether the fragment is in factfrom the Department of Water-

ways.

　

The second concerns whether the document actually dates from

Kaiyuan 25｡

　　

This author, afterａ detailed examination of the data behind these

new ideas, has come to the conclusion that the new theories do not stand

up, and that the original popular view is correct. However, the basis

for the popular view needs to be revised in part. In addition,based on

an examination of the original tｅχt，this author described the characteri-

sties of the style of writing of ｏ伍ciallytranscribed copies of ordinances

of the Department of Waterways, and clarifiedthat the items in the tｅχt

were of two differentprescribed forms. Furthermore, this author stated

an opinion regarding the reason for the irregularity in the arrangement

of these items. At the same time, he has sorted through and reconciled

the

　

previous

　

theories

　

about

　

the

　

corresponding

　

relation

　

between

　

the

headings of the Tang ordinances and the ｏ伍ces　ofthe central govern･

ment.

　

This essay was written with the aim of ｒｅｅχaminingthe various

questions of form and style of the ぺA'^aterwaysordinances　before going

on to research on their contents.

CONCERNING THE TANG POLICY TOWARDS DEFENSE

　　　

COMMANDS (FAN-･ＺＨＥＮ藩錫)―theProcessof

　　　　　　　　　　

Subjugationin Henan

Tsuji Masahiro

　　

In this essay, I have examined how the Tang dynasty coped with

the various defense commands in Henan circuit,i.e. those of Henan （河

南), Huaixi (淮西), Ziqing (溜青), and Xuanwujun (宣武軍), from the

last half of the eighth century to the beginning of the ninth. The com-

manders and troops of these defense posts maintained ａ stronghold in the

Northeast border area（Ｙｏｕzhou 幽州and Pinglujun 平盧軍）in the mid-

eighth century, and they fought as part of the Tang army during the

An Lushan rebellion. However, afterwards, the commanders continued to

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－3－


